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テ
四
肢
末
端
二
異
常
ノ
障
囲
及
ビ
「
チ
ア
ノ
ー
ゼ
」
ヲ

有
ス
ル
モ
ノ
・
大
多
数
ハ
自
家
血
球
凝
集
素
ヲ
有
シ
、
叉
本
凝
集
素
ヲ
有
ス
ル
大
霊
験
ハ
四
肢
末
端
二
異
常
ノ
冷
戚
及
ビ
「
チ
ア
ノ
ー
ゼ
」

ア
リ
、
叉
「
末
端
チ
ア
ノ
ー
ゼ
症
」
・
各
倒
二
於
テ
自
家
血
球
凝
集
素
ヲ
無
明
シ
、
叉
■
エ
ノ
ー
氏
病
ハ
自
家
血
球
凝
集
毒
；
リ
テ
凝
集

セ
ラ
レ
タ
ル
自
家
血
球
ガ
、
毛
細
管
ヲ
閉
塞
シ
テ
機
械
的
二
起
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
實
瞼
粗
土
誇
明
シ
、
紳
戸
萌
氏
ハ
生
牛
乳
ヲ
家
兎
静

豚
内
二
反
覆
濫
射
シ
タ
ル
ニ
該
家
兎
血
清
ハ
自
家
、
同
種
血
球
二
豊
シ
著
明
二
反
懸
ス
ル
ニ
至
レ
リ
ト
報
告
シ
、
横
田
恥
、
松
田
鶴
氏
モ

亦
家
兎
血
清
ノ
自
家
血
球
凝
集
素
二
關
シ
研
究
シ
、
其
他
ニ
モ
室
家
血
球
凝
集
現
象
二
三
プ
興
味
深
キ
蕩
尽
多
数
出
デ
タ
リ
。

　
カ
ク
ノ
如
ク
先
人
諸
氏
ニ
ョ
リ
該
凝
集
国
玉
ハ
研
究
セ
ラ
レ
、
今
日
二
於
プ
ハ
「
低
温
二
於
テ
螢
現
ス
ル
自
家
血
球
凝
集
反
鷹
」
ノ
存
在

ハ
殆
ド
疑
フ
ベ
ガ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
・
如
キ
モ
、
術
諸
家
ノ
説
二
一
致
知
ザ
ル
所
ア
ル
ヲ
以
プ
、
余
ハ
種
々
ナ
ル
方
面
ヨ
リ
検
索
シ
、
先
人
諸

氏
ノ
有
セ
ル
想
見
ノ
跡
ヲ
尋
ネ
、
更
二
細
心
ノ
注
意
ノ
下
二
多
数
ノ
實
験
ヲ
施
行
シ
、
低
温
直
撃
ケ
ル
自
家
血
球
凝
集
反
町
ノ
本
騰
ヲ
明

カ
ニ
シ
、
同
種
血
球
凝
集
過
慮
ト
寒
性
血
球
凝
集
反
癒
ト
ハ
全
ク
別
個
ノ
「
抗
鴨
」
ニ
ヨ
リ
テ
登
現
ス
ル
毛
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
閑
明
シ
得
タ
リ

ト
信
ズ
ル
が
故
二
、
爾
…
者
ノ
混
同
ニ
ョ
リ
テ
起
レ
ル
誤
謬
ヲ
正
シ
、
今
後
ノ
同
種
血
球
凝
集
反
磨
・
’
研
究
二
資
ス
ル
所
ア
ラ
ン
ト
ス
。

第
二
章
　
　
塞
性
血
球
凝
集
素
ノ
謹
明

第
一
節
　
　
血
清
以
外
種
々
ナ
ル
溶
液
ニ
ョ
ル
封
照
試
瞼
　



　
　
　
一
・
五
％
ノ
絢
薇
酸
曹
達
ノ
食
盤
水
溶
液
ニ
テ
凝
固
ヲ
防
ギ
貴
キ
タ
ル
血
球
ヲ
、
約
飯
氏
三
十
七
度
二
温
メ
タ
ル
生
理
的
食
璽
水
ヲ
以
プ

　
電
力
遠
心
沈
澱
器
ヲ
用
ヒ
歎
同
平
良
シ
、
コ
レ
ラ
五
％
ノ
浮
游
液
ト
ナ
シ
、
自
家
血
清
ヲ
小
試
瞼
管
一
二
鰍
ホ
ー
ル
刻
フ
エ
ク
ト
硝
子
ニ

　
　
ニ
滴
ヲ
探
り
、
ソ
レ
ニ
洗
溝
血
球
俘
游
液
ヲ
前
者
二
三
滴
、
後
者
二
一
滴
、
男
滝
シ
零
度
二
近
キ
低
温
二
放
置
ス
ル
コ
ト
約
十
二
時
間
ニ

　
　
シ
テ
槍
野
川
二
、
試
瞼
管
内
及
ビ
ホ
ー
ル
オ
ブ
エ
ク
ト
硝
子
上
二
殆
ド
同
種
血
球
凝
集
半
玉
ト
憂
ラ
ザ
ル
程
度
二
血
球
ノ
凝
集
セ
ル
ラ
認

　
　
メ
タ
リ
、
右
ノ
如
キ
血
球
凝
集
反
乱
ハ
一
型
（
0
）
、
二
型
（
A
）
、
三
型
（
1
3
）
ノ
血
清
ハ
勿
論
、
同
種
血
球
凝
集
素
ヲ
有
内
ザ
ル
第
四
型

　
翻
）
ノ
血
清
；
モ
全
ク
同
檬
ナ
リ
。

　
　
第
四
型
血
清
二
毛
他
ノ
血
清
ト
同
ジ
ク
血
球
凝
集
ヲ
起
ス
事
ヨ
リ
見
レ
バ
、
同
種
血
球
凝
集
反
三
二
非
ラ
ザ
ル
ハ
明
カ
ナ
レ
ド
毛
、
其

　
原
因
ノ
血
清
ノ
性
質
二
起
因
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
、
將
馬
継
血
清
以
外
ノ
物
質
中
ニ
チ
モ
低
温
二
於
ナ
ハ
血
球
凝
集
現
象
ヲ
起
ス
や
否
や
ヲ

　
槍
セ
ン
が
爲
二
次
ノ
實
瞼
ヲ
行
ヒ
タ
リ
。

　
　
即
チ
試
験
管
、
及
ビ
ホ
ー
ル
オ
ブ
エ
ク
ト
硝
子
二
血
清
ノ
代
り
ニ
生
理
的
食
上
水
、
リ
ン
ゲ
ル
氏
液
、
葡
萄
糖
溶
液
等
ヲ
入
レ
、
ソ
レ

　
　
ニ
前
記
實
験
ト
同
一
血
球
ヲ
加
へ
、
之
ヲ
零
度
二
十
二
時
重
畳
キ
テ
其
結
果
ヲ
見
タ
ル
ニ
全
ク
陰
性
ヲ
呈
シ
、
血
球
少
シ
モ
凝
集
ス
ル
コ

　
　
ト
ナ
カ
リ
キ
、
コ
レ
即
チ
「
寒
冷
」
ナ
ル
物
理
的
影
～
響
ニ
ョ
リ
テ
血
球
ノ
凝
集
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
讃
明
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
節
　
抗
膿
ノ
吸
着
並
二
勢
離
試
瞼

　
　
寒
性
血
球
凝
集
反
響
ハ
堆
二
三
球
ヲ
零
度
二
冷
却
ス
ル
ノ
ミ
ニ
由
リ
プ
趨
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
シ
テ
、
血
清
ノ
存
在
が
必
要
ナ
ル
コ
ト
前
實

　
験
ニ
ョ
リ
テ
確
メ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
次
ニ
コ
ノ
作
用
ハ
血
清
其
者
ノ
働
キ
ナ
リ
ャ
叉
ハ
血
清
中
二
含
有
セ
ラ
ル
・
「
抗
膿
」
ノ
如
キ
物
質

　
　
ノ
作
用
ニ
ョ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヤ
ヲ
明
ヵ
ニ
セ
ン
ト
シ
次
ノ
實
験
ヲ
ナ
シ
タ
リ
。

　
　
抑
々
血
清
學
的
反
鷹
が
特
殊
ノ
「
議
場
」
ノ
作
用
ニ
ョ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
讃
ス
ル
ニ
ハ
吸
着
並
二
分
離
試
瞼
二
依
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト

ゆ
ハ
、
エ
マ
㌻
．
ヒ
．
モ
ル
ゲ
ン
ロ
ー
ト
ノ
時
代
内
患
ク
知
フ
レ
タ
ル
コ
ト
ナ
ル
ガ
、
最
誓
至
2
7
東
大
法
慧
整
ノ
三
田
馨
ノ

G
　
門
下
ニ
ョ
リ
テ
、
免
疫
溶
血
素
働
（
小
酒
井
光
次
）
、
免
疫
性
血
球
凝
集
素
勘
闘
（
古
畑
種
基
）
、
細
菌
凝
集
素
㈹
（
緒
方
釜
雄
、
武
部
俊
雄
）
、

　
　
　
　
　
原
　
著
　
　
岸
1
1
低
温
二
於
テ
登
現
ス
ル
血
球
凝
集
反
慮
二
關
ス
ル
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五
ー



〈380）

　
　
　
　
原
著
　
　
岸
”
低
温
二
於
テ
登
現
ス
〃
血
球
凝
集
反
鷹
二
瀬
ス
ル
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
六
一

正
常
溶
血
素
④
（
尼
子
富
士
郎
）
、
異
性
溶
血
素
恥
（
石
谷
兵
九
郎
）
等
ノ
分
離
二
黒
ス
ル
業
蹟
ノ
襲
表
ヲ
見
ル
四
悪
ゼ
、
警
告
忘
レ
ラ
レ
タ

リ
シ
此
ノ
方
面
ノ
研
究
ハ
俄
然
ト
シ
テ
勃
興
シ
、
免
疫
抗
膿
ノ
純
粋
分
離
ト
抗
騰
ノ
化
全
的
性
歌
二
關
ス
ル
報
告
輩
出
シ
從
來
暗
黒
ナ
リ

シ
コ
ノ
種
ノ
研
究
二
封
シ
一
大
光
明
ヲ
與
フ
ル
ニ
至
レ
ソ
。
（
雪
已
8
0
じ
曾
二
日
旨
O
O
漏
箇
目
幽
團
び
H
♂
鯉
国
璽
8
2
ポ
冒
箆
・
・
琴
9
諺
級

数
舘
莞
E
曲
・
く
脅
。
。
。
渦
・
屡
旨
葺
け
①
茜
・
中
景
冨
葺
幽
囹
h
魯
三
景
實
轡
弱
零
σ
q
（
肖
姻
D
℃
円
o
Q
島
籠
騨
三
輪
醐
、
鈴
木
兜
難
波
醐
、
）
。
余
亦

此
等
研
究
ノ
原
理
二
則
り
專
ラ
吸
着
試
験
ト
分
離
試
瞼
ト
ユ
ヨ
リ
タ
血
清
中
寒
冷
二
於
テ
墨
家
血
球
二
作
用
ス
ル
性
質
二
四
キ
探
求
ノ
歩

ヲ
進
メ
タ
リ
。

　
實
験
材
料
、
余
ハ
本
實
験
ニ
ハ
家
兎
血
液
及
ビ
人
血
液
ヲ
用
ピ
タ
リ
。
家
兎
一
景
静
豚
ヨ
リ
人
血
ハ
正
中
静
豚
ヨ
リ
室
温
二
十
度
以
上

二
於
テ
探
血
シ
、
之
ヲ
数
時
間
三
十
七
度
ノ
艀
卵
器
中
二
入
レ
テ
血
清
ヲ
分
離
ス
。

　
血
球
ハ
出
塁
酸
曹
達
食
堅
水
溶
液
ヲ
以
テ
凝
固
ヲ
防
ギ
、
三
十
七
度
二
加
温
セ
ル
生
理
的
食
臨
皿
水
ニ
テ
数
同
入
念
洗
漁
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
、
實
　
　
瞼
（
家
兎
血
清
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
項
　
　
吸
　
着
　
試
　
瞼

　
討
つ
ご
2
。
算
。
じ
触
ニ
ム
陶
2
5
醐
ハ
家
兎
二
少
量
ノ
輸
血
、
頻
度
二
及
ブ
カ
若
ク
ハ
長
時
間
三
旦
ソ
、
少
量
溶
血
ヲ
反
覆
起
サ
シ
ム
ル
時
ハ
屡
々

二
棟
ノ
自
家
血
球
範
蛇
租
粥
素
躍
現
シ
、
該
魍
歌
集
素
ハ
零
度
品
川
室
温
三
豊
プ
ハ
自
家
血
球
ヲ
公
田
焦
ハ
ス
ル
モ
…
温
語
伽
ノ
上
昇
ト
丑
ハ
ニ
反
雁
鯉
次
笛
川
昌

減
弱
シ
三
十
七
度
二
至
レ
バ
全
ク
陰
性
ヲ
示
ス
ト
言
ヒ
、
叉
同
氏
等
及
ピ
ζ
墓
三
一
ハ
量
子
ニ
ョ
リ
プ
自
家
血
球
凝
集
素
ノ
生
ズ
ト
述

べ
、
神
戸
久
誠
博
士
副
ハ
生
牛
乳
ヲ
家
兎
静
管
内
二
反
覆
注
射
ス
レ
メ
、
自
家
並
二
、
同
種
血
球
二
著
明
ノ
凝
集
反
町
ヲ
呈
シ
而
毛
其
戒

立
ハ
温
度
二
至
大
ノ
關
係
ヲ
有
シ
、
撮
氏
零
度
二
於
テ
ハ
迅
速
二
起
リ
同
凝
集
素
ト
血
球
ト
ノ
結
合
モ
大
上
シ
テ
室
温
．
二
於
テ
ハ
凝
集
性

ノ
減
弱
ヲ
認
メ
三
十
七
度
ニ
チ
ハ
全
ク
陰
性
ト
ナ
リ
、
且
ツ
温
度
ノ
關
係
ニ
ョ
リ
可
逆
的
作
用
ヲ
有
ス
ト
結
論
シ
、
横
田
利
邦
帆
氏
亦
健

常
家
兎
血
清
ノ
自
家
及
ビ
同
種
血
球
凝
集
素
ノ
有
無
二
關
シ
槍
索
シ
、
氷
室
山
霊
テ
ハ
其
陰
欝
最
毛
著
明
二
、
室
温
（
十
二
度
）
ニ
プ
ハ
微

弱
ト
ナ
リ
、
三
十
七
度
ニ
チ
ハ
全
ク
陰
性
ト
ナ
ル
ト
記
述
シ
又
ハ
正
常
山
羊
乳
ヲ
家
兎
静
平
内
二
反
覆
注
射
ス
レ
パ
、
自
家
及
ピ
同
種
血



　
　
球
冊
封
シ
著
明
ノ
凝
集
反
癒
ヲ
起
シ
「
チ
フ
ス
し
免
疫
山
羊
乳
ヲ
以
ナ
庭
置
シ
タ
ル
家
兎
血
清
ハ
「
チ
フ
ス
」
免
疫
山
羊
血
球
ヲ
凝
集
ス
ル
ニ

　
　
反
シ
非
免
疫
山
羊
血
球
ヲ
凝
集
セ
ズ
、
ソ
ノ
反
響
ハ
零
度
二
型
テ
最
モ
著
明
ニ
シ
テ
温
度
ノ
上
昇
ト
共
二
次
第
二
減
退
ス
ト
論
ジ
タ
リ
、

　
　
樋
ロ
氏
醐
亦
生
牛
乳
、
生
人
乳
、
生
山
羊
乳
ノ
注
射
ハ
ソ
ノ
凝
集
慣
ハ
高
ム
ル
ヲ
得
ル
モ
囁
氏
一
時
間
百
度
二
煮
沸
セ
シ
乳
ハ
上
昇
ヲ
來

　
　
サ
ズ
、
牛
血
球
、
山
羊
血
球
、
他
ノ
家
兎
血
球
、
家
兎
自
家
血
球
、
海
狸
血
球
、
肺
臓
、
肝
臓
、
腎
臓
、
卵
黄
注
射
ニ
ョ
リ
テ
ハ
凝
集
債

　
　
ノ
上
昇
ヲ
招
來
セ
ズ
ト
云
フ
、
マ
ハ
同
氏
ハ
潟
小
胴
ョ
リ
テ
ハ
凝
集
償
ヲ
高
ム
川
能
ハ
ザ
リ
キ
下
云
フ
。

　
　
　
カ
ク
ノ
如
ク
家
兎
血
清
ノ
自
家
血
球
凝
集
現
象
二
鍋
ス
ル
研
究
雲
表
セ
ラ
レ
、
低
温
二
言
プ
自
家
血
球
ヲ
凝
集
ス
ル
抗
膿
ノ
存
在
ハ
明

　
　
カ
ト
ナ
リ
タ
ル
ヲ
以
タ
、
余
の
ソ
ノ
チ
二
型
ル
ヲ
精
興
シ
術
抗
争
ノ
吸
着
ト
分
離
二
宮
ス
ル
實
験
ヲ
行
ヒ
タ
リ
。

　
　
先
ヅ
家
兎
予
冷
血
球
ノ
一
部
ヲ
以
テ
五
％
ノ
血
球
俘
游
液
ヲ
造
り
、
家
兎
血
清
ヲ
漸
次
数
十
丁
丁
至
ル
マ
デ
稀
繹
シ
、
コ
ノ
血
清
ヲ
ニ

　
　
滴
、
血
球
液
一
滴
ヲ
「
ホ
ー
ル
オ
ブ
エ
ク
ト
硝
子
購
入
レ
、
之
ヲ
零
度
二
数
時
間
置
キ
グ
、
家
兎
血
清
自
家
血
球
凝
集
素
ノ
チ
ー
プ
ル
ヲ
測

　
　
定
シ
置
キ
タ
リ
。

　
　
次
デ
家
兎
血
清
二
適
量
ノ
自
家
血
球
（
遠
心
管
二
沈
澱
セ
ル
ラ
土
類
少
シ
モ
稀
騨
セ
ズ
）
ヲ
加
へ
、
氷
水
中
二
放
置
ス
ル
コ
ト
約
二
十
時

　
　
間
ニ
シ
グ
取
り
出
シ
、
之
ヲ
遠
心
分
離
シ
悪
血
清
二
就
キ
心
念
ノ
爲
、
寒
性
凝
集
反
撃
ヲ
起
ス
や
否
や
ヲ
槍
シ
、
樹
凝
集
ス
ル
ヲ
見
タ
ル

　
時
ハ
、
更
二
手
ラ
シ
キ
自
家
血
球
ヲ
加
ヘ
ク
数
時
間
氷
水
中
二
置
ク
。
斯
ク
シ
タ
血
清
ハ
全
ク
塞
冷
二
於
プ
モ
自
家
血
球
ヲ
凝
集
ス
ル
コ

　
　
ト
無
キ
ニ
至
り
、
之
ヲ
遠
心
分
離
シ
、
上
清
ト
沈
澱
ト
ニ
別
チ
タ
ン
、
即
チ
其
上
清
ハ
自
家
血
球
ヲ
低
温
二
於
タ
凝
集
ス
ル
能
力
ヲ
失
ヒ

　
　
タ
〃
血
清
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
項
　
抗
膿
ノ
分
離
試
験
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．
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叉
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酒
井
㈹
、
古
畑
凶
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、
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方
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ノ

諸
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免
疫
黙
認
ノ
募
離
ニ
ハ
温
度
ノ
影
響
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外
、
溶
媒
ノ
電
解
質
ノ
含
量
及
ピ
反
癒
二
野
係
ア
ル
コ
ひ
ヲ
認
メ
、
生
理
的
食
盤
水
ノ
代

り
ニ
葡
萄
糖
液
、
庶
糖
液
ノ
如
キ
無
璽
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ヲ
使
用
シ
テ
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シ
ク
多
量
ノ
抗
鵠
ヲ
同
牧
ス
ル
ニ
成
功
セ
リ
、
古
畑
尚
㈲
氏
ハ
分
離
二
及
ボ
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較
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台
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二
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其
親
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ニ
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從
ッ
テ
叉
抗
原
二
吸
着
セ
ル
抗
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ヲ
遊
離
セ
シ
ム
ル
コ
ト
モ
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極
メ
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易
ニ
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ナ
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ソ
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反
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減
ス
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ト
ニ
依
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旨
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ヲ
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シ
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余
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實
燈
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ナ
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ヲ
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夜
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窓
ヲ
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五
乃
至
四
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ノ
低
温
二
於
テ
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ヘ
リ
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、
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デ
零
度
ノ
食
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男
ヲ
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テ
洗
灘
セ

ル
下
作
血
球
二
前
血
清
ト
同
量
ノ
食
客
水
デ
入
レ
、
三
十
七
度
ノ
卿
卵
器
中
二
時
々
振
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シ
乍
ラ
約
一
時
間
放
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ス
、
帥
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自
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セ
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。
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。
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血
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血
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シ
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膿
が
再
ピ
血
球
ヨ
リ
食
盛
水
中
二
言
テ
來
リ
タ
ル
ヲ
讃
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

　
以
上
ノ
試
瞼
ニ
ョ
リ
家
兎
正
常
血
清
中
調
馬
寒
冷
二
於
タ
自
家
血
球
二
吸
着
シ
、
三
十
七
度
二
方
プ
再
ビ
食
臨
水
中
二
勢
離
シ
來
ル
物

質
ヲ
含
有
ス
ル
コ
ト
ハ
明
カ
ニ
ナ
リ
タ
リ
ト
借
旧
ズ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
項
　
抗
禮
ノ
分
離
ト
溶
媒
ト
ノ
關
係

　
抗
騰
ノ
分
離
ト
溶
媒
ノ
關
係
二
就
プ
ハ
古
畑
磁
極
・
免
疫
性
鶏
血
球
凝
集
素
ノ
分
離
二
關
ス
ル
研
究
ア
リ
、
同
氏
ハ
免
疫
血
球
凝
集
素



ハ
入
％
簾
糖
溶
液
中
二
於
タ
最
モ
ヨ
ク
、
五
⊥
ハ
％
ノ
葡
萄
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述
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ヨ
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⑳
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ナ
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ア
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ヲ
論
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岡
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。
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。
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搬
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。
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験
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．
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％
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ク
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タ
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二
種
ノ
寒
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家
血
球
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溶
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験
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「
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ー
ル
オ
ブ
エ
ク
ト
硝
子
法
ト
ノ
爾
…
法
馬
ツ
キ
血
ハ
チ
ー
ク
ル
ヲ
測
定
セ
リ
、
」
即
チ
試
瞼
管
ニ
ハ
一
瞬
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ー
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ト
硝
…
子
ニ
ハ
ニ

濡
ノ
抗
膿
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ヲ
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ラ
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ク
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血
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滴
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シ
＋
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績
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検
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又
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滴
ヲ
「
ホ
ー
ル
オ
ブ
エ
ク
ト
硝
子
ニ
ト
リ
、
ソ
レ
ニ
五
％
ノ
自
家
血
球
俘
游
液
一
滴
ヲ
加

へ
、
氷
室
王
甲
二
置
キ
テ
爾
…
者
［
ノ
反
雁
嬰
速
度
ヲ
愉
協
セ
ル
ニ
、
ソ
ノ
結
果
次
ノ
如
シ
。

　
　
　
第
　
⊥
ハ
　
飢
表
　
　
　
家
　
　
　
兎
　

（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
即
　
レ
～
　
表
　
　
　
家
一
　
　
兎
　
　
（
二
）

稀清血レ／
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／摘時
／

分　五

分　十

分五十

分十二

分十三

分五十四
間H3i　一“

　分十
間時二

間時三1

問時六

間時七十

1
階
＝
＋
＋
什
什
世
世
出
惜
轡
世

俗
｝
一
＋
＋
＋
上
世
岩
珊
世
構
惜

触
二

十
十
廿
ユ
u
坦
川
山
田
帯
…
構
出
川

礁
τ

㎞
　
十
十
什
H
廿
廿
惜
…
瓢
川
出
川
世

陥
τ

十
十
十
十
十
什
世
胤

10倍

十
十
十
十
十
廿
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囎
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十
十
十
十
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囎
τ

十
十
十
十

囎
τ

十
十
十
十1十
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r

十
十
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十

湘
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1
華分　五

分十
分五十

分十二

分十三

分五十込

問時一
　分十

魚心二

間時三

間時六

問時七十

賠
一
一
＋
＋
＋
什
世
丁
目
継
景
世

賠
τ
＋
＋
＋
牛
田
治
世
惜
出
世

3倍

十
十
什
廿
…
宙
世
撒
世
…
帽

5倍「5倍

＝

十
十
廿
廿
什
骨
仙
ほ
什

r

十
十
什
廿
竹
昔
什

礁
τ

十
十
十
十
十
十

囎
τ

十
十
十
十
十
十

鼎
二

榊
　
　
十
十
十

幣
τ

－
擁
τ

蠣
二

踊
二

㎎
二
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『
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一
一

｝
一

一
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一
一

一
十

『
一

一
一

一
一

『
十

十
十

十
十

1分棺
P分五十四

』 『 『 一 『 『
一　一

一
響　一 十 十 十 廿 問時一

ｪ留
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一 『 一 ｝
一　一

『 一
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『 ～ 『 一 一 一
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『 『 一 一 』 ｝
十 け 十 1廿 廿 惜 世 間時七十

原
　
著
　
　
岸
1
1
低
温
二
於
テ
費
現
ス
彪
撫
球
凝
集
反
鷹
二
關
ス
ル
研
究

第
九
表
　
人
（
二
）

徽
分　五

分十
分五十

分十二

分十三

分五十四

間aS　一一

　分二
間暗二

間時三

間時六

間時七十

階
丁

二
十
二
嶺
岩
柑
帯
什
…

2倍3倍倍飼
O

十
二
長
暦
世
世
惜

十
十
惜
世
世
冊
構

十
廿
廿
世
珊
措

購
τ

セ
十
什
廿
廿
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十
十
十
十
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十
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十
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十
十

十
十
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四
三
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塞性自家血球凝集反慮二於ケル入血清及家兎血清ノ反鷹速度比較

原
著
　
　
岸
日
低
温
二
於
デ
襲
現
ス
か
血
球
凝
集
反
鷹
二
關
ス
ル
研
究

圖
一揖

Titer
　　40

　　倍

櫛
倍

⑳
倍

。
血
口
　
5
血
ロ

ー
　
ノ
τ
■
　
　
　
　
　
　
ゴ

6e　Zeit5432v

K・・リ・家兎血清

M…ハ人血清

130i5ノ

ヘ
テ
氷
水
中
二
置
キ
、
歎
時
間
後
八
事
セ
ル
ニ
、
其
上
清
ハ
全
ク
自
家
血
球
ヲ
凝
集
セ
ザ
ル
ニ
至
レ
リ
。

集
素
毛
亦
家
兎
ノ
ソ
レ
ト
同
様
二
自
家
血
球
一
＝
ノ
吸
着
シ
得
タ
ル
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四
一

　
家
兎
二
於
プ
ハ
早
ク
モ
十
一
分
ニ
シ
テ
反
雁
卿
シ
始
メ
、
二
十

分
乃
至
三
十
分
置
シ
テ
強
度
ト
ナ
リ
、
四
十
五
分
ニ
シ
タ
血

球
ハ
殆
ド
一
塊
ヲ
ナ
ス
、
然
ル
ニ
人
血
清
二
於
プ
ハ
ニ
十
分

．
ニ
シ
テ
微
カ
ニ
口
耳
シ
來
リ
三
十
分
ニ
シ
テ
漸
ク
反
癒
シ
一

時
…
間
前
後
ニ
シ
タ
、
漸
ク
強
度
ト
ナ
リ
前
者
昌
比
シ
其
反
癒

速
度
可
成
遅
キ
ヲ
知
レ
リ
。

　
　
　
　
第
二
項
　
吸
着
試
験

　
人
血
清
ノ
自
家
血
球
二
士
ス
ル
吸
着
試
験
ヲ
行
フ
ニ
、
第

一
耳
蝉
於
テ
述
べ
タ
ル
が
如
ク
、
人
二
於
プ
ハ
家
兎
二
比
シ

ソ
ノ
反
態
速
度
遅
ク
吸
着
ノ
程
度
亦
鈍
シ
。

　
餌
刺
甲
實
虹
鱒
一
項
ト
同
様
二
自
家
洗
漁
血
球
（
三
十
七

度
ノ
食
聴
…
水
ニ
テ
緻
羽
入
引
出
灘
ス
）
ノ
稀
繹
セ
ザ
ル
モ
ノ

ヲ
血
清
寸
止
へ
、
時
々
振
撮
シ
一
書
夜
氷
水
中
二
置
キ
、
遠

心
分
離
シ
ソ
ノ
上
清
口
鉾
キ
寒
性
血
球
凝
集
反
鷹
ノ
存
在
ス

ル
や
否
や
、
郎
畔
チ
入
工
部
抗
膿
ノ
吸
の
着
セ
ラ
レ
タ
ル
や
否
や
ヲ

検
セ
リ
、
而
シ
プ
術
同
平
癒
ヲ
起
ス
能
カ
ヲ
其
上
清
二
認
メ

タ
ル
時
ハ
、
コ
レ
ニ
亜
；
新
二
探
血
シ
洗
輪
樵
セ
ル
血
球
ヲ
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
チ
人
血
清
中
ノ
寒
性
血
球
凝



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
項
　
分
離
試
瞼

　
　
　
三
十
名
ノ
各
型
血
液
ニ
ッ
キ
、
其
血
清
一
．
㏄
ヲ
ト
リ
、
ソ
レ
ニ
藪
同
三
十
七
度
二
加
温
セ
ル
生
理
的
食
置
水
ニ
テ
洗
晒
セ
ル
自
家
血
球

　
　
ヲ
適
量
作
用
セ
シ
メ
、
氷
水
中
二
約
二
十
時
間
放
置
シ
、
威
望
血
球
ヲ
得
、
之
二
士
一
群
三
聖
ニ
ハ
食
臨
水
ヲ
、
策
二
群
實
験
ニ
ハ
簾
糖

　
　
溶
液
ヲ
用
ヒ
、
三
十
七
度
ノ
欝
欝
器
二
一
時
間
置
キ
、
遠
心
分
離
シ
其
上
清
二
就
テ
其
節
球
凝
集
儂
ヲ
槍
セ
ル
ニ
、
其
三
分
ノ
一
二
於
・
7

　
　
ハ
血
球
凝
集
素
ヲ
僅
カ
ニ
窓
明
ス
ル
ヲ
得
タ
ル
モ
、
他
ノ
三
分
ノ
ニ
ニ
一
手
ク
凝
集
素
ヲ
讃
明
シ
午
下
ザ
リ
キ
。

　
　
　
コ
レ
素
ヨ
リ
余
が
技
術
ノ
未
熟
ト
血
清
が
少
量
ナ
リ
シ
爲
、
其
操
作
ノ
困
難
ナ
ル
ニ
上
竪
ス
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ソ
ト
畳
ユ
ル
モ
、
　
一
面
人
血

　
　
清
ノ
自
家
凝
集
素
ハ
家
兎
ノ
ソ
レ
ニ
比
シ
親
和
性
強
ク
、
三
賀
二
分
離
シ
難
キ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ト
信
ジ
、
更
二
家
兎
、
人
血
二
就
テ
分
離
試

　
　
瞼
ヲ
十
数
同
試
ミ
シ
後
、
次
ノ
實
瞼
二
野
テ
ハ
ニ
十
度
以
上
ノ
温
度
ニ
テ
血
清
ヲ
分
離
シ
、
梢
々
大
量
ノ
血
清
ヲ
用
ヒ
、
自
家
洗
瀞
血
球

　
　
ノ
適
量
ヲ
加
ヘ
プ
氷
中
二
置
ク
コ
ト
ニ
十
四
時
間
、
戚
作
血
球
ヲ
三
十
七
度
ノ
卿
卵
器
二
戸
ク
コ
ト
ニ
時
間
ニ
シ
テ
、
其
解
離
セ
ル
血
球

　
凝
集
素
ヲ
槍
セ
ル
ニ
、
殆
ド
凡
テ
ノ
例
曽
於
テ
人
血
清
中
ノ
自
家
血
球
凝
集
素
ヲ
食
脚
下
、
簾
糖
液
中
二
取
り
出
シ
得
ル
ヲ
知
レ
リ
。

　
　
　
要
之
二
人
血
清
ノ
寒
性
血
球
凝
集
素
ノ
分
離
ハ
家
兎
二
於
ケ
ル
が
如
ク
容
易
ナ
ラ
ズ
、
コ
レ
爾
凝
集
素
ノ
親
和
カ
ユ
相
違
ア
ル
ニ
基
ク

　
　
壬
ノ
ナ
ル
ベ
シ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
節
　
　
新
生
兇
血
清
ニ
ョ
ル
養
生
試
験

　
・
　
余
ハ
ニ
十
四
例
ノ
新
生
児
血
清
（
閉
館
ご
色
・
c
｝
曼
三
二
戸
昏
）
二
就
キ
、
寒
性
自
家
血
球
凝
集
素
ノ
存
否
ヲ
測
索
セ
ル
ニ
、
殆
ド
全
部
二
認
ム
ル

　
　
コ
渉
ヲ
得
ズ
シ
テ
只
三
例
ノ
ミ
僅
カ
ニ
自
家
血
球
ヲ
凝
集
ス
ル
コ
ト
ヲ
認
メ
タ
リ
、
　
コ
ノ
三
例
ハ
母
血
清
中
ノ
同
凝
集
素
が
胎
盤
ヲ
逓
過

　
　
シ
テ
理
智
ノ
血
液
中
二
移
行
セ
ル
ニ
ョ
リ
陽
性
ヲ
示
セ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ソ
ト
想
像
セ
ラ
ル
・
モ
、
其
凝
集
償
ハ
極
メ
テ
弱
ク
、
之
ヲ
ニ
倍
二

　
稀
繹
セ
ル
ニ
殆
ド
陰
性
ト
ナ
リ
タ
レ
バ
或
ハ
同
、
。
。
一
三
（
ざ
展
蓼
毒
自
陣
言
一
ナ
リ
シ
ヤ
モ
測
り
知
〃
ペ
カ
ラ
ズ
。

の
　
コ
ノ
新
生
児
血
液
ノ
寒
性
凝
集
反
軍
二
就
キ
エ
後
章
二
詳
述
ス
窒
、
以
上
ノ
事
實
ニ
ョ
リ
成
入
血
清
二
繭
凝
集
素
ノ
存
在
ス
ル

儒
コ
ト
疑
ノ
除
地
ナ
ケ
レ
ド
モ
・
新
生
児
ノ
血
活
一
一
殆
ド
難
ス
労
・
例
猛
り
よ
望
極
ご
7
僅
少
ナ
ζ
ト
ヲ
型
・

　
　
　
　
　
原
著
　
岸
－
一
低
温
二
於
テ
聚
現
ス
〃
血
球
凝
集
反
慮
二
關
ス
〃
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

f
四
五
ー



　
　
　
　
　
原
　
著
　
　
　
岸
1
1
低
温
こ
於
テ
猶
現
ス
ル
血
旺
球
凝
佳
木
反
由
縢
…
二
臨
剛
ス
ル
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
⊥
バ
ー

鋤
　
　
　
　
　
第
四
節
加
温
及
ビ
レ
ン
ト
ゲ
ン
線
、
紫
外
線
ノ
放
射
二
昆
實
験

G
　
　
工
種
ノ
自
家
血
球
凝
集
反
磨
ヲ
呈
ス
ル
血
清
二
就
キ
、
豫
メ
其
凝
集
債
ヲ
測
定
シ
置
キ
、
コ
レ
ラ
加
温
シ
或
ハ
レ
ン
ト
ゲ
昭
線
ヲ
放
射

　
　
シ
、
紫
外
線
ヲ
照
射
ス
ル
時
ハ
、
著
シ
ク
其
作
用
害
セ
ラ
レ
凝
集
贋
ノ
低
下
ヲ
見
ル
ベ
シ
、
血
清
ノ
外
見
些
ノ
鍵
化
ヲ
呈
セ
ザ
レ
ド
モ
自

　
　
家
血
球
凝
集
カ
ノ
害
セ
ラ
…
〃
・
ヲ
見
ル
ハ
、
寒
冷
二
於
テ
自
家
血
球
ヲ
凝
集
ス
ル
作
用
ハ
血
清
中
ノ
抗
膿
ノ
存
在
二
幕
因
ス
ル
モ
ノ
ト
見

　
　
ル
ァ
得
ベ
シ
。

　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
五
節
　
　
同
種
血
球
凝
集
素
ト
寒
性
自
家
血
球
凝
集
素
ト
ハ
別
ノ
抗
騰
ナ
リ
ヤ

　
　
第
一
節
、
第
二
節
ノ
實
験
ニ
テ
、
寒
性
自
家
血
球
凝
集
反
慮
ハ
血
清
中
二
存
ス
ル
凝
集
素
ノ
作
用
ニ
ヨ
ル
コ
ト
明
カ
ト
ナ
リ
タ
ル
ヲ
以

　
　
テ
、
次
ニ
コ
ノ
凝
集
反
二
丁
同
種
血
球
凝
集
素
ニ
ョ
リ
テ
ノ
起
ル
ニ
非
ラ
ザ
ル
ヤ
ノ
疑
問
二
就
プ
之
ヲ
槍
査
ス
ル
爲
二
、
人
血
清
第
二
型
ニ

　
　
一
叢
三
型
血
球
、
第
三
型
血
清
ニ
ハ
第
二
型
血
球
ヲ
加
へ
、
之
ヲ
三
十
七
度
ノ
卿
卵
器
中
二
於
プ
、
全
ク
同
種
血
球
凝
集
素
ヲ
吸
着
セ
シ
メ
、

　
　
其
残
ノ
血
清
、
帥
チ
同
種
血
球
凝
集
素
ヲ
失
ヒ
タ
ル
血
清
、
及
ビ
同
種
血
球
凝
集
素
ヲ
有
セ
ザ
ル
第
四
型
（
佃
型
）
血
清
二
野
キ
寒
性
凝
集

　
　
現
象
ヲ
槍
セ
リ
、
即
チ
以
上
ノ
血
清
二
三
十
七
度
二
加
温
セ
ル
食
盤
水
ニ
テ
洗
灘
シ
テ
造
レ
ル
自
家
血
球
俘
游
液
ヲ
加
へ
、
零
度
二
置
キ
タ

　
　
ル
引
明
ヵ
二
言
藥
現
象
ヲ
呈
シ
タ
リ
。
思
懸
槻
之
同
種
血
球
凝
集
素
ト
寒
性
自
家
血
球
凝
集
素
ト
一
同
一
物
二
非
ラ
ザ
ル
ハ
明
カ
ナ
リ
。

第
三
章
　
　
寒
性
自
家
血
球
凝
集
素
ハ
凡
テ
ノ
人
血
管
足
存
ス
ル
ヤ

　
閾
門
ご
切
．
b
ぎ
N
白
及
ビ
唄
・
．
コ
認
。
一
・
窓
（
誌
毒
忌
ハ
ワ
氏
反
懸
二
使
用
セ
ル
獲
リ
ノ
血
清
0
型
九
十
九
名
、
A
型
百
二
十
六
名
、
1
3
型
十

三
名
西
就
キ
、
寒
性
自
家
血
球
凝
集
素
ノ
有
無
ヲ
槍
三
年
ル
ニ
A
表
ノ
如
キ
成
績
ヲ
竃
馬
リ
ト
云
フ
。
即
チ
総
数
二
百
三
十
入
人
ノ
中
塞

性
凝
集
素
ヲ
有
セ
シ
モ
ノ
百
十
二
名
、
有
セ
ザ
ル
毛
ノ
百
二
十
六
名
ア
リ
キ
。
樋
口
氏
画
ハ
正
中
上
下
ヨ
リ
探
血
シ
、
蔽
チ
一
二
二
十
七
度

ノ
贈
主
器
二
入
レ
テ
分
離
セ
ル
血
清
二
就
キ
研
究
シ
、
百
十
八
例
ハ
何
レ
モ
寒
性
自
家
血
球
凝
集
素
ヲ
有
シ
、
只
十
五
例
ノ
ミ
ハ
陰
性
ナ

リ
シ
ト
述
べ
、
岩
井
⑯
氏
等
ハ
正
中
艀
豚
ヨ
リ
得
タ
ル
血
液
ヲ
三
十
一
度
以
下
二
冷
却
セ
ザ
ル
様
二
等
卵
器
中
二
保
温
シ
、
血
清
ヲ
分
離
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検
事
ル
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四
十
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例
中
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素
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有
事
ザ
ル
モ
ノ
十
九
例
二
過
ギ
ザ
リ
キ
ト
論
ジ
タ
リ
。

　
　
山
上
囎
帰
期
等
ハ
無
理
ノ
論
文
工
、
熟
総
プ
ノ
人
間
二
間
違
ヒ
ナ
ク
存
在
ス
ル
云
々
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、
ト
書
述
シ
ア
ル
ヲ

　
以
埆
氏
等
ハ
凡
ナ
ノ
人
血
清
中
二
讃
朋
シ
得
ラ
ル
・
モ
ノ
ナ
リ
ト
ノ
説
ナ
ル
ベ
シ
。

　
　
余
ハ
ワ
氏
反
寮
長
リ
ノ
血
清
四
十
五
例
二
各
々
同
型
ノ
洗
漁
血
球
ヲ
作
用
セ
シ
メ
寒
性
血
球
凝
集
反
慮
ヲ

　
見
タ
リ
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結
果
次
表
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如
シ
。
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⊥
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十
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七
度
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二
放
置
シ
タ
ル
モ
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ニ
於
タ
ハ
、

二
十
一
例
陽
性
タ
ル
一
過
ギ
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シ
ナ
他
ハ
自
家
血
球
凝
集
反
響
ヲ
見
ル
能
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ザ
リ
キ
。

　
更
二
丁
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反
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用
セ
ル
残
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ニ
ッ
キ
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結
?
ﾃ
皿
集
原
ヲ
・
有
セ
ザ
ル
血
球
ヲ
藪
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凹
三
十
七
庭
福
二
加
温
セ
ル
食
臨
皿
水
ニ

ニ
ノ
洗
瓶
偶
シ
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コ
レ
ラ
各
刑
土
而
皿
蒲
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二
伽
川
へ
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一
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キ
タ
ル
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鰭
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著
　
　
岸
1
1
低
温
二
於
デ
獲
現
ス
〃
血
球
凝
集
反
慮
二
關
ス
〃
研
究

　
区
民
ノ
如
ク
四
十
九
例
中
二
十
四
例
陽
性
ニ
シ
テ
約
雫
数
二
寒
性
血
球
凝
集
素
ヲ
謹
明
シ
得
ズ
、

炉
些
寮
色
h
①
潔
白
等
ノ
成
績
ト
殆
ド
一
致
セ
リ
。
然
レ
ー
3
モ
以
上
ノ
上
瞼
ノ
結
果
ヨ
リ
直
チ
ニ
人
血
清

中
、
寒
性
血
球
凝
集
素
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
有
セ
ザ
ル
毛
ノ
ト
ノ
比
率
二
就
プ
一
般
論
ヲ
ナ
ス
ヲ
得
ザ
ル

モ
ノ
ナ
リ
。
何
ト
ナ
レ
バ
論
及
ビ
ロ
凹
藍
島
h
Φ
嵐
斜
鼻
、
ワ
氏
反
三
二
供
シ
タ
リ
シ
残
り
ノ
血
清
二
就
キ
タ

三
遍
セ
ル
結
果
ヲ
論
ジ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
プ
、
列
氏
重
量
二
用
フ
ル
血
清
ハ
コ
レ
ヲ
分
離
ス
ル
ニ
當
リ
氷
室

内
又
ハ
低
温
ナ
ル
所
二
歩
テ
ス
ル
事
ア
ラ
バ
、
血
清
中
二
存
ス
ル
塞
冷
血
球
凝
集
素
ハ
低
温
二
丁
ナ
自
家
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磨
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四
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球
二
全
部
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ハ
大
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シ
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査
時
ニ
ハ
大
部
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十
一
部
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ノ
凝
集
素
ヲ
失
ヒ
來
レ
ル
血
清
ノ
存
セ
シ
コ
ト
ハ
否
ム
ベ
カ

ラ
ザ
レ
バ
ナ
リ
。
故
敗
余
ハ
金
澤
馨
科
大
暑
附
廃
讐
院
眼
科
、
石
川
外
科
ノ
患
者
及
ビ
看
護
婦
並
二
本
學
小
使
、
金
澤
市
産
院
入
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者
等

ニ
ッ
キ
、
ソ
ノ
大
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豚
ヨ
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部
ハ
出
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時
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血
ノ
血
液
ヲ
得
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コ
レ
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十
七
度
ノ
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卵
器
二
入
レ
プ
血
清
ヲ
分
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シ
、
各
々
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部
ノ
血
液
ヲ
豫
メ
絢
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隣
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達
ヲ
入
レ
置
キ
タ
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試
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ミ
ト
リ
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球
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同
加
温
食
購
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ニ
テ
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灘
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各
自
…
家
血
清
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績
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表
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上
ハ
十
例
中
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示
セ
ル
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…
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一
二
二
例
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ズ
シ
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五
十
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名
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．
血
球
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払
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ｾ
ス
ル
事
ヲ
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得
タ
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。

　
音
一
斗
方
法
ハ
北
国
述
ノ
如
㎝
ク
試
瞼
…
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管
法
ト
、
「
ホ
ー
ル
オ
ブ
エ
ク
ト
硝
子
法
ト
ノ
爾
…
法
二
就
6
Z
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ヒ
タ
ル
成

績
ヲ
比
較
槍
査
シ
後
記
載
セ
ル
モ
ノ
ト
ス
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性
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凝
糞
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ノ
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集
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昌
就
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實
瞼
材
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金
澤
馨
科
大
前
附
属
醤
院
外
來
患
者
ノ
一
郵
及
ピ
看
護
婦
、
本
學
小
使
等
ノ
血
液
ヲ
正
中
辮
…
豚
ヨ
リ
注
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器
ヲ
以
プ
採
血
シ
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ヲ
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十
七
度
ノ
乾
球
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入
レ
テ
血
清
ヲ
分
離
セ
シ
メ
、
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部
ノ
血
液
ハ
之
ヲ
拘
云
云
曹
達
食
鞭
水
溶
液
ノ
入
レ
ル
試
瞼
管
二
探
リ
洗
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血
球

俘
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液
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製
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供
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方
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タ
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ト
同
様
ナ
リ
。
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重
強
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球
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什
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示
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血
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澄
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混
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叛
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岸
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廿
什
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瀬
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岸
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岸
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菊
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余
ノ
槍
査
セ
ル
五
十
七
例
中
十
除
例
ハ
出
産
時
ノ
後
出
血
ヲ
探
血
セ
ル
毛
ノ
ナ
川
ヲ
以
ク
、
羊
水
等
ノ
混
入
ノ
爲
二
或
ハ
チ
ー
7
ル
ノ

低
下
ハ
免
レ
ザ
ル
ベ
ク
、
四
乃
至
二
倍
ヲ
示
セ
ル
大
部
分
ノ
血
清
ハ
以
上
ノ
モ
ノ
タ
〃
ナ
ソ
、
四
二
正
中
黒
豚
ヨ
リ
得
タ
ル
モ
ノ
・
ミ
ニ

就
キ
テ
槍
セ
ル
時
ハ
其
李
均
凝
集
償
ハ
、
ヨ
リ
大
ナ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ
ト
信
ズ
。

　
穽
曾
性
瞬
採
集
素
ノ
帆
破
籠
月
一
ヲ
測
定
ヌ
ル
ニ
際
シ
テ
モ
、
同
一
槙
血
球
凝
集
素
ノ
凝
隅
隅
僧
…
測
常
細
ノ
時
ト
同
繕
嘩
二
、
血
球
俘
游
液
ノ
濃
絵
皮
（
」
即
チ

血
球
数
）
、
血
清
量
、
温
度
、
作
用
時
間
、
或
ハ
陰
陽
境
界
ノ
定
田
方
等
ニ
ョ
リ
テ
田
幡
ノ
差
ハ
生
ズ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ド
毛
、
余
ノ
前
述
ノ
如

キ
方
法
ニ
ョ
リ
テ
槍
査
あ
、
ル
結
果
ハ
示
表
ノ
如
ク
、
自
家
血
球
凝
集
慣
八
倍
ノ
モ
ノ
十
六
例
、
四
倍
及
ビ
三
十
二
倍
ノ
モ
ノ
共
ニ
ニ
十
二

例
、
二
倍
ノ
毛
ノ
四
例
、
六
十
四
倍
ノ
モ
ノ
三
例
ヲ
上
議
リ
。
第
十
一
表
ハ
凝
集
儂
ヲ
等
シ
ク
ス
ル
モ
ノ
ヲ
一
所
二
二
メ
テ
造
レ
ル
表
ニ

シ
プ
、
之
ヲ
横
軸
二
血
清
ノ
稀
繹
度
ヲ
ト
リ
縦
軸
二
例
数
ヲ
ト
リ
プ
圖
表
ス
レ
バ
第
二
岡
ノ
如
キ
曲
線
ヲ
得
ベ
シ
。
　
コ
ノ
曲
線
ハ
作
圖
ノ

方
法
ヲ
代
ヘ
テ
　
横
軸
寸
止
皿
．
清
ノ
稀
繹
度
ヲ
丹
前
十
一
表
ノ
・
如
ク
櫨
守
比
野
口
ト
ル
時
ハ
調
助
冨
巳
げ
首
二
Φ
図
d
寡
、
o
ヲ
圭
画
ク
ガ
・
如
シ
。

第
五
章
　
　
寒
性
血
球
凝
集
反
鷹
昌
於
ケ
ル
時
間
及
温
度
ノ
關
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
節
　
　
同
温
度
ノ
下
馴
テ
其
作
用
時
間
ノ
攣
更

　
前
章
ノ
如
ク
、
實
験
方
法
ハ
試
験
管
法
ト
載
物
硲
子
法
ト
ヲ
併
用
シ
、
三
十
七
度
ニ
テ
分
離
セ
ル
血
清
二
就
キ
、
温
度
ヲ
．
一
定
シ
（
零

度
ノ
氷
室
）
其
作
用
時
間
ヲ
三
十
分
、
一
時
間
、
六
時
間
、
十
五
時
間
ノ
四
種
二
攣
更
シ
、
洗
面
セ
ル
自
家
血
球
ヲ
作
用
セ
シ
メ
テ
其
凝

集
現
象
ヲ
槍
セ
リ
。
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原
　
著
　
　
岸
1
1
低
温
二
於
テ
聚
現
ス
ル
血
球
凝
集
反
慮
二
關
ス
〃
研
究

第
十
．
二
表
　
　

第
十
三
表

（
零
度
三
十
分
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
零
度
一
時
間
）

締清血

64倍 32倍 16倍 8　倍 4　倍 2　倍 1　倍 度繹　　名人

一 一 一
十 十 十 什 村　　奥

一 一 一 一 『
十 十 某白眼

一 一 『 一
十 十 十 田　　村

一 一 一 『
十 十 什 田　　奥

『 一 一 一 一
十 十 田　　玄

　
第
十
四
表

　
　
（
零
度
み
ハ
時
間
）

戦
願
糊
剛
罷

倍　
　
廿
白
丁
廿
三

倍
…

　
　
什
廿
廿
竹
什

。
ヨ
～

倍　
　
，
廿
十
十
十
十

4倍
｝

　
　
｝
十
士
十
十
十

8
一

倍

6
　
十
一
十
十
」

1
　

一

一
五
ニ
ー

第
十
五
表

（
零
度
十
五
時
間
）

三門二
度縄
　　名人

三
度倍－倍2倍

、

4倍8倍61倍23倍46

奥
眼
村
二
二

　
科

無
手
田
田
田

昔
廿
什
竹
什

什
十
丁
壮
十

十
十
十
十
十

「
＋
「
十
十
十

十
」
十
十
」

士
一
士
一
一

一
｝
「
「
一

64倍
A　一

32倍

一
士

一 一

一
十

一
十

｛ 一

64倍 32倍 16倍 8　倍

　14　尉

　1Q　倍 1　倍

稀清丁

x鐸
@名人

1

』
十 十 十 什 昔」 什 村　　奥

『 『 一 士 十 廿 什 某科眼
士 十 十 十 什 壮 廿 田　　村

一
十 十 十 十 昔 竹 田　　奥

一 一
士 十 十 什 什 田　　：玄

’
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圖三第寒性自家血球凝集反懸二於ケル作用時間ノi墜更

50

40

30

20

10

@
　
5

原
　
著
　
　
岸
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低
温
二
於
デ
蛍
現
ス
ル
血
球
凝
集
反
慮
二
關
ス
ル
研
究
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…
以
上
ノ
・
如
ク
零
度
ノ
氷
室
中
一
二
十
一
分
ノ
成
仙
績
ニ
プ
ハ
最

高
甘
辞
、
最
低
二
倍
、
之
ヲ
一
時
間
放
置
ス
ル
時
ハ
最
高

十
六
倍
、
最
低
四
倍
二
増
加
シ
、
六
時
間
二
至
レ
バ
最
高

三
十
二
倍
、
最
低
入
倍
ヲ
示
シ
、
十
五
時
間
ニ
シ
タ
ハ
三

例
三
十
二
倍
マ
デ
反
癒
ヲ
呈
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。

　
　
　
第
二
節
　
　
同
時
間
ノ
下
ニ
テ
其
作
用

　
　
　
　
　
　
　
　
温
度
ノ
攣
更

　
實
瞼
方
法
昼
前
同
檬
ニ
シ
、
一
定
時
間
（
十
二
時
間
）
ノ

下
二
、
囁
氏
零
度
、
五
度
、
十
三
度
内
外
二
温
度
ヲ
攣
更

シ
、
寒
性
自
家
血
球
凝
集
現
象
ヲ
槍
セ
リ
。

i
五
三
ー
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原
　
著
　
　
岸
H
低
温
二
於
テ
登
現
ス
レ
血
球
凝
集
反
懸
二
品
λ
〃
研
究

第
　
十
　
山
ハ
　
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
十
　
七
　
表

（
十
三
度
十
二
時
間
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
度
十
二
時
間
）

　
　
　
一
五
匹
i

第
十
入
表

　
（
零
度
十
二
時
間
）

鴛
岸
某
壁
跡

1倍

十
十
　

昔
什
　

十
廿

2倍4倍8倍16倍倍旧64倍

十
　
　
十
十
　

十
十

十

一

　稀渦血／
倍一罪

　　名人戦2倍

西
岸
門
出
福
樋
坂
二
丁

篠
　
　
村
島
口
谷
山
木

肌
骨
昔
三
門
廿
廿
廿
廿

十
．
四
十
廿
昔
昔
十
三
昔

4七

十
　

⊥
一
昔
廿
十
十
十

8倍

十
　

十
十
十
　

十
十

16倍

十
十

十

32倍64倍

十
±

士

／
／
人
一
秋
岸
門
出
編
樋
坂
永
鈴

磯
篠
下
陰
山
木

蔓
真
廿
算
算
＃

倍
一
十
廿
什
三
門
汁
廿
什
昔

2
　
一

4倍

十
十
十
廿
廿
什
汁
什

8倍32倍i16倍64倍

十
　

十
四
什
十
十
十

十

十
十
十
十
十
†

十
十

士

一

十
十

黒
氏
十
三
度
ノ
室
温
日
溜
テ
ハ
四
倍
ノ
稀
門
下
ニ
テ
上
声
ヲ
呈
セ
ル
モ
ノ
一
例
、
二
倍
ハ
四
例
、
一
倍
一
例
、
残
り
ハ
自
家
血
球
ヲ
凝

集
セ
ザ
リ
キ
、
然
ル
ニ
コ
レ
ヲ
五
度
ノ
低
温
ニ
ア
ラ
シ
ム
ル
時
ハ
三
十
二
倍
ニ
シ
テ
陽
性
ナ
ル
ハ
一
例
、
十
六
倍
ハ
残
塁
、
入
倍
ハ
三
例
、

四
倍
一
例
、
二
倍
二
例
ヲ
認
メ
、
陰
性
二
了
レ
ル
毛
ノ
ヲ
見
ザ
リ
キ
。

更
二
之
ヲ
零
度
二
野
ク
時
ハ
六
十
四
倍
二
二
階
調
ル
モ
ノ
モ
ニ
例
ハ
明
カ
ニ
反
懸
シ
、
十
六
倍
二
男
鐸
セ
ル
モ
ノ
五
例
、
四
倍
及
ビ
ニ

倍
各
々
一
例
宛
自
家
血
球
ヲ
凝
集
セ
リ
。

　
以
上
ノ
学
芸
ニ
ョ
リ
テ
按
ズ
ル
ニ
、
寒
性
自
家
血
球
凝
集
反
慮
ハ
零
度
二
於
テ
最
モ
強
ク
現
レ
、
ソ
レ
ヨ
リ
温
度
ノ
上
昇
ス
ル
ニ
從
ヒ



テ
減
弱
シ
、
十
三
度
内
外
二
於
タ
ハ
寒
性
自
家
血
球
凝
集
素
ヲ
有
ス
ル
血
清
モ
自
家
血
球
ヲ
凝
集
セ
ザ
ル
モ
ノ
ァ
ル
ヲ
見
タ
ソ
。
チ
ー
フ

川
ノ
高
キ
血
清
ニ
ァ
リ
タ
ハ
梢
々
高
温
ニ
ナ
モ
明
カ
ニ
反
軍
シ
叉
反
鷹
下
欄
ス
ル
時
間
モ
、
チ
ー
プ
ル
ノ
低
キ
血
清
二
比
シ
著
シ
ク
早
キ

ヲ
知
レ
リ
。

　
国
凶
同
ろ
謀
①
峯
氏
が
自
家
血
球
凝
集
素
ノ
身
幅
（
名
葺
ぎ
？
〉
長
再
出
二
Φ
）
ハ
零
度
ヨ
リ
五
度
ナ
リ
ト
言
ヒ
、
ソ
旨
ξ
氏
ハ
撮
…
氏
十
五
度
二
於
ク

毛
自
家
血
球
凝
集
千
丁
ヲ
見
タ
リ
ト
述
べ
シ
ガ
、
余
ノ
實
験
ニ
ョ
ル
モ
、
寒
性
自
家
血
球
凝
集
素
ハ
十
三
度
迄
面
明
カ
ニ
反
慮
ス
ル
モ
ノ

ニ
シ
プ
、
若
シ
其
凝
集
償
ノ
高
キ
モ
ノ
下
煮
テ
ハ
十
五
度
以
上
二
於
プ
モ
反
慮
ス
ル
モ
ノ
ァ
ル
ベ
シ
ト
想
像
ス
。
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第
六
章
　
　
寒
性
自
家
血
球
凝
集
素
ノ
物
理
化
學
的
影
響
一
一
劃
ス
ル
抵
抗
昌
就
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
節
　
　
温
熟
二
封
ス
〃
抵
抗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
項
　
人
血
清
二
就
ク

　
余
ハ
先
キ
ニ
桑
原
氏
ト
共
二
同
種
血
球
凝
集
素
ノ
温
熟
二
封
ス
ル
抵
抗
ヲ
槍
シ
プ
六
十
五
度
三
十
分
ノ
加
温
ニ
プ
殆
ド
其
凝
集
カ
ヲ
失

ヒ
、
七
十
度
三
十
分
加
温
セ
ル
モ
ノ
ハ
全
ク
非
働
性
ト
ナ
ル
ヲ
見
タ
ル
ガ
、
寒
性
血
球
凝
集
素
ノ
福
二
勢
ス
ル
抵
抗
ヲ
知
ラ
ン
が
爲
二
次

ノ
實
瞼
ヲ
ナ
セ
リ
。

　
試
雷
管
一
二
㏄
宛
血
清
ヲ
探
り
、
之
ヲ
四
十
五
度
、
五
十
度
、
六
十
度
、
六
十
二
度
．
↓
ハ
十
五
度
ノ
重
湯
煎
ノ
中
二
何
レ
モ
三
十
分
間

宛
加
温
シ
、
該
血
清
ノ
冷
却
ス
ル
ヲ
待
チ
ク
、
二
滴
宛
「
ホ
ー
ル
オ
ブ
エ
ク
ト
硝
子
ニ
ト
リ
、
ソ
レ
ニ
三
十
七
度
ノ
生
理
的
食
臨
皿
水
ニ
プ

歎
望
薄
溝
ゼ
ル
自
家
血
球
（
五
％
ノ
俘
再
主
）
ヲ
滴
下
シ
、
零
度
二
二
十
時
間
置
キ
蝶
蝿
三
管
二
残
存
セ
ル
血
清
二
就
キ
テ
ハ
、
前
同
様
ノ

自
家
血
球
液
二
滴
ヲ
加
ヘ
ク
、
氷
水
中
二
十
二
時
間
置
キ
其
結
果
ヲ
見
タ
リ
。
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原
　
著

竺
／
姓
山
臥
河
中
中
奥
奥
村
立
某
　
㎝
　
　
岸
川
　
瀬
村
山
　
田
　
村
　
田
　
田

ぴ
4

十
　
「
十
十
十
十
十
十
　
｝
　
一
　
　
　
ー
ー
l
l
　
ー
ー
1
　
－
　
　
－
1

0
。
一
む

！
　
「
　
　
－
　
　
t
十
　
｝
　
十
十
十
十
十
十
　
一
　
一
　
　
　
　
　
～
　
1

伊
6

士
　
｝
十
　
一
　
十
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一

寸
6

　
　
　
　
I
　
I
　
　
I
　
　
　
I
　
　
　
　
　
I
　
」
　
　
1
　
．
　
ト
　
一
　
1
　
　
　
　
1
　
　
一
　
一
　
　
1
　
1
　
　
　
1
　
1
　
圏
　
i
｝
　
一
十
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
｝

『
6

ー
ー
ー
E
　
一
ρ
1
－
　
　
r
幽
℃
　
己
ー
ー
」
ー
ー
　
「
［
一
1
」
一
　
　
　
　
1
一
　
｛
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一

岸
1
1
低
温
二
於
テ
饗
現
ス
ル
血
球
凝
集
反
懸
二
關
ス
〃
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
五
六
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
才
川
、
立
田
、
某
ノ
三
例
ハ
四
十
五
度
三
＋
分
ニ
テ
反
鷹
セ
ザ
ル
ニ
至
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
田
、
奥
村
、
村
田
ノ
三
例
ハ
五
十
五
度
ニ
チ
ハ
術
反
鷹
ス
ル
モ
六
十
度
二
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
テ
反
雁
シ
得
ズ
、
中
山
ハ
⊥
ハ
十
二
度
ニ
テ
、
河
瀬
ハ
⊥
ハ
十
五
度
ニ
テ
何
レ
毛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
非
働
性
ト
ナ
リ
タ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
血
清
ノ
寒
性
自
家
血
球
凝
集
素
ハ
四
十
五
度
ノ
加
温
ニ
ョ
リ
テ
早
ク
モ
破

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壊
セ
ラ
ル
・
ア
リ
、
叉
六
十
二
度
ニ
テ
鳥
撃
ス
ル
ァ
リ
、
六
十
五
度
昌
テ
ハ
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
導
師
働
性
ト
ナ
ル
ヲ
知
ル
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
温
二
劉
シ
テ
モ
チ
ー
7
ル
ノ
低
キ
血
清
ハ
早
ク
破
壊
セ
ラ
レ
、
高
キ
モ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
相
當
高
温
ニ
モ
堪
ユ
ル
が
如
ク
考
ヘ
ラ
ル
。
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コ
レ
ニ
依
レ
バ
、
レ
ン
ト
ゲ
μ
線
照
射
ニ
ョ
ル
凝
集
素
ノ
破
壊
ハ
殆
ド
一
定
ノ
法
則
二
從
フ
モ
ノ
・
如
ク
、
禅
室
ノ
例
ニ
ツ
キ
、
精
細

ナ
川
承
事
ヲ
試
ム
ル
ナ
ラ
バ
、
ソ
ノ
詳
細
ノ
黙
ヲ
溶
明
シ
得
ベ
シ
ト
考
フ
ル
屯
、
余
ノ
實
験
一
大
膿
ノ
見
當
ヲ
ッ
ク
ル
ズ
目
的
ニ
シ
テ
、

其
破
壊
ノ
状
況
ヲ
明
ヵ
ニ
ス
ル
計
書
二
非
ラ
ザ
レ
バ
、
更
二
進
ン
デ
研
究
セ
ザ
リ
シ
モ
、
余
ノ
實
瞼
成
績
ニ
ョ
リ
テ
モ
賂
々
如
何
ナ
ル
割

合
二
凝
集
素
が
破
壊
セ
ラ
ル
・
モ
ノ
．
ナ
リ
ャ
・
ヲ
察
ス
ル
ヲ
得
ベ
シ
ト
信
ズ
。

　
以
上
ノ
實
験
、
ハ
豫
メ
稀
書
　
セ
ル
而
．
清
二
就
キ
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
線
照
射
三
ヨ
ル
影
響
ヲ
見
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
余
ハ
丸
切
ノ
實
験
ト
シ
プ

稀
騨
セ
ザ
ル
血
清
即
チ
貧
血
清
二
照
射
シ
、
警
急
ヲ
槍
ス
ル
ニ
際
シ
順
次
二
野
繹
シ
如
何
二
影
響
セ
ラ
ル
・
カ
ヲ
見
ソ
ト
欲
セ
リ
。

　
先
ヅ
試
瞼
管
二
自
家
血
球
凝
集
素
ノ
「
チ
ー
テ
ル
」
ヲ
測
定
シ
畳
キ
タ
ル
血
清
ヲ
ニ
瓶
ヅ
、
取
り
、
之
二
前
實
駒
ト
同
様
ノ
状
況
ノ
下
二

四
十
五
分
及
ビ
一
時
間
十
分
ノ
ニ
一
腰
二
合
』
射
シ
、
後
ソ
ノ
ム
皿
清
ヲ
並
剛
同
繕
鰍
二
稀
世
シ
、
墾
田
自
家
血
球
・
ヲ
加
ヘ
プ
雲
旧
度
ユ
十
二
時
間
置
キ

テ
其
成
績
ヲ
見
タ
ソ
。

　
　
　
　
第
三
十
一
表
　
　
　
　
　
　
第
三
十
二
表
　
　
　
　
　
　
第
三
十
三
表

　
　
　
　
　
　
（
照
　
　
射
　
　
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
十
五
分
照
射
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
時
間
十
分
照
射
）

靴
　
1

枝
森
二
二
安
村
長

1百什

田
本
生
井
田
尾

三
斜
一
一
剥
柑
廿

412

マ

廿
　
昔
　
計
　
十
　
十
　
十

㎝
＋
＋
＋

8
一
＋
＋
＋ 十

　
十
　
十
　
十

十
　
十
　
十
　
…

弼
一
＋
＋
＋

64 32

一
＋
｝
一
「
一
一
・

　
ト
レ
　
　
　
　
　
　

丁
　
一
一
…
一
「
一

64 32 16

8∵，ll】　　　1　　i 稀清血

x繹

11
名
馬
‘
　
r

一
．　＿　　一　　一　．　一

一一 ｝一一u一
一

一　幽　一 十 十 十 昔i十卜 百　　枝
1

一 ｝ 陶　一 一　　一 十
＋梧1

田　　森

一 一 一 士 十
1廿i什

本　　坂
i

『 『 『
十 十 ．廿．什 生　　室

…
『

一 一 一 一
＋：＋ 井　　安

3

『 一 一 一
士 十．昔 田　　村．

一 『 一 一 一

i
－
1
十
i

尾　　奮

闘　
1

枝
森
町
室
安
村
長

百
　
田
　
本
生
井
　
田
　
尾

竹
　
昔
　
廿
　
十
　
十
　
十
　
十

0
ヨ

4
一
＋
＋
三

十
　
十
　
十
　
十
　
±
　
十

832116

一
　
　
　
一

　
　
　
【

64

｝

療
　
著
　
　
岸
口
低
温
二
於
デ
機
現
ス
ル
血
球
凝
集
反
慮
二
關
ス
〃
研
究

六
三
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原
著
　
　
岸
”
低
温
二
於
テ
蛋
現
λ
〃
血
球
凝
集
反
旛
二
品
ス
〃
研
究
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室
生

坂
本

森
田

村
田

安
井

長
尾

O一層剛L■一一一一■一剛O
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O一一邑一tt闘瞥一：⊃

ハ襲頁身f前

置四一ト五：分照射後

バー條ﾔ十分照射

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四
一

以
上
．
ノ
如
ク
四
十
五
分
ニ
シ
テ
少
シ
ク
影
響
セ
ラ
レ
、

其
凝
集
慣
再
生
「
減
”
シ
、
　
一
時
間
十
分
ニ
シ
テ
更
二
影
響
セ

ラ
レ
、
ソ
ノ
凝
集
儂
ハ
肩
入
分
ノ
＝
一
一
ジ
タ
リ
。

　
然
シ
乍
ラ
同
士
況
ノ
下
二
照
射
シ
タ
ル
時
ト
錐
モ
、
豫

メ
拝
辞
セ
ル
・
翻
清
二
昭
圧
搾
セ
ル
時
ト
、
原
液
二
昭
描
射
シ
タ

ル
後
肩
倍
数
二
甘
甘
セ
ル
時
ヲ
比
較
ス
ル
ニ
、
前
者
二
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ら
　
　
た
　
　
も
　
　
カ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
リ

シ
テ
後
者
ノ
影
響
僅
微
ナ
ル
ハ
血
清
が
保
護
膠
質
ト
シ
テ

も
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヵ
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
も
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
コ
　
　
　
ぬ
　
　
カ
　
　
ヨ
　
　
マ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
カ

作
用
シ
玉
出
ノ
破
壊
ヲ
阻
止
ス
ル
ニ
基
ク
モ
ノ
ナ
ル
ベ

ヘ

シ
。
勿
論
管
球
ノ
種
類
、
距
離
、
硬
度
、
電
塵
等
二
關
シ

其
成
績
昌
差
ヲ
見
ル
ハ
論
ヲ
待
タ
ザ
ル
所
ナ
ル
モ
、
亦
試

瞼
管
硝
子
ノ
種
類
、
厚
サ
、
照
射
時
ノ
位
置
等
ノ
些
細
ナ

ル
状
況
ノ
攣
化
ニ
ョ
リ
ク
モ
相
當
ノ
愛
化
ア
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
節
　
　
紫
外
線
二
封
ス
ル
抵
抗

　
血
清
ヲ
試
験
管
二
一
“
ヅ
・
採
り
、
之
二
㌔
べ
人
工
太
陽
燈
ヲ
用
ヒ
、
二
十
糎
ノ
距
離
二
於
テ
紫
外
線
ヲ
放
射
シ
、
後
、
之
ヲ
順
次
二

稀
棚
梓
シ
、
甜
数
翻
門
三
十
レ
～
曲
反
ノ
．
加
…
温
合
汎
臨
一
水
一
＝
ア
洗
溝
セ
ル
自
家
∫
皿
外
事
漿
液
ヲ
、
　
二
一
澗
封
一
期
…
ノ
訓
制
二
．
加
へ
零
度
ノ
氷
室
二
叫
直
キ
、
獲
リ

ノ
血
清
ニ
ハ
ニ
滴
ノ
血
．
球
液
ヲ
加
へ
下
水
中
二
入
レ
、
何
レ
モ
十
二
時
間
ニ
シ
プ
ソ
ノ
成
績
ヲ
検
セ
リ
。

　
各
血
清
照
射
前
ノ
自
家
血
球
凝
集
素
ノ
チ
ー
7
ル
ハ
前
項
試
験
第
三
十
一
表
二
掲
グ
、
之
二
四
＋
早
島
放
射
セ
ル
結
果
次
／
如
シ
、
術

同
時
間
ト
錐
モ
放
射
ノ
瞬
間
ヨ
リ
ト
、
又
暫
時
放
射
セ
シ
メ
タ
ル
後
事
二
當
ラ
シ
メ
タ
ル
時
ニ
ョ
リ
、
　
ソ
ノ
影
響
異
ナ
ル
ベ
シ
ト
思
考
セ

ラ
ル
ル
モ
、
余
ハ
放
射
ノ
瞬
間
ヨ
リ
四
十
分
當
ラ
シ
メ
タ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．



（
四
十
分
照
射
）

稀清血
度繹

　　名姓

枝　　百

田　　森

村田

生
坂
吐
口

室
本
非
尾

1倍2倍

十
　
十
　
十
　
十
・
　
十
　
十
　
十

十
　
†
　
十
　
十
　
十
　
十

倍
　
＋
士
＋

4瞥
一
　
一

体
　
｝
　
一

32倍

　　こ二

　
以
上
ノ
表
ヲ
見
ル
ニ
楽

毛
入
分
ノ
一
乃
至
四
分
ノ

ー
ニ
ソ
ノ
凝
集
償
ノ
低
減

ヲ
見
、
叉
自
家
血
球
ヲ
凝

集
ス
ト
誰
納
モ
、
宜
ハ
ノ
一
糧
度

昭
崩
射
払
剛
二
比
シ
極
メ
テ
微

弱
ト
ナ
レ
ル
ヲ
認
ム
。

寒性自家血球凝集素ノ紫外線二劃スル抵抗
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長
尾

　
一

　
一

　
』

Q
　
　
C

第
七
章
　
寒
性
自
家
血
球
凝
集
素
ノ
葦
生
昌
就
テ
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同
種
血
球
凝
集
素
ノ
登
生
時
期
及
ビ
同
凝
集
素
ノ
二
黒
ヨ
リ
識
見
ヘ
ノ
移
行
二
關
シ
プ
ハ
ロ
き
三
；
・
冒
替
急
。
・
ぎ
…
肖
伊
穿
夷
9
．
㈹
w

ぎ
＝
U
霧
㌧
蜂
↑
＝
9
二
戸
q
禦
毎
．
＝
遍
き
じ
O
門
乙
7
≡
島
賦
ロ
ξ
導
島
向
騨
ω
9
①
三
（
騨
Ω
同
色
羨
暮
山
H
・
爵
」
q
『
二
。
犀
二
野
閏
剛
毎
。
ζ
①
5
自
・
国
ぼ
9
＜
爵
凶

㈹
鴇
口
宅
℃
ρ
桐
原
両
、
柏
原
曲
、
河
石
、
佐
々
木
、
爾
氏
幽
等
ノ
研
究
ア
リ
、
初
生
児
ノ
血
清
申
ノ
同
種
血
球
凝
集
素
ハ
胎
盤
ヲ
通
過

シ
テ
母
川
ヨ
リ
移
行
シ
タ
リ
ト
思
ハ
ル
・
モ
ノ
・
外
ハ
殆
ド
認
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
モ
、
約
二
年
以
上
ヲ
経
タ
ル
小
児
ニ
ハ
常
二
謹
明
シ

得
ル
コ
ト
明
カ
ト
ナ
レ
リ
。

　
然
レ
ド
モ
寒
性
自
家
血
球
凝
集
素
ノ
登
生
二
就
キ
プ
ハ
、
之
ヲ
論
ジ
叉
ハ
探
究
セ
ル
報
告
ヲ
聞
カ
ズ
、
故
酔
余
ハ
ニ
十
四
例
ノ
初
生
見

　
　
　
原
　
並
百
　
　
　
岸
”
低
潮
皿
二
於
テ
婁
現
ス
ル
ぬ
皿
一
那
凝
集
反
朧
蝸
二
關
ス
ル
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
↓
ハ
五
1
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源
　
　
著
　
　
　
山
序
－
一
低
剛
温
二
於
デ
饗
現
ス
〃
晶
皿
球
凝
集
反
態
一
一
朋
關
ス
ル
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
山
ハ
山
バ
ー

血
液
二
就
キ
、
寒
性
自
家
血
球
凝
集
反
悉
ヲ
槍
セ
ル
ニ
、
二
十
一
例
ハ
陰
性
ヲ
呈
シ
僅
カ
ニ
三
例
ノ
ミ
自
家
血
球
ヲ
凝
集
シ
タ
リ
、
而
シ

ラ
ロ
ノ
三
例
ノ
凝
集
力
極
メ
プ
弱
ク
ニ
倍
乃
至
四
倍
二
稀
繹
ス
レ
バ
殆
ド
反
鷹
セ
ザ
ル
ニ
至
ル
、
術
以
上
ノ
新
生
見
ノ
紐
血
液
二
就
プ
槍

セ
ル
ニ
ニ
十
四
例
中
二
十
二
例
週
明
カ
ニ
自
家
血
球
ヲ
零
度
曽
於
プ
凝
集
セ
リ
、
サ
レ
バ
新
生
見
二
僅
力
昌
認
メ
タ
ル
寒
性
凝
集
素
ハ
、

造
血
清
中
ノ
ソ
レ
が
胎
盤
ヲ
麺
ジ
テ
移
行
セ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ
ト
想
像
セ
ラ
ル
・
モ
ノ
ニ
シ
プ
、
新
生
児
ノ
血
清
ニ
ハ
未
ダ
磯
現
シ
居
ラ

ズ
、
恐
ラ
ク
同
種
血
球
凝
集
素
ノ
磯
現
ス
ル
頃
ニ
ナ
ソ
テ
現
出
ス
ル
モ
ノ
ト
考
フ
ル
モ
、
何
ヶ
月
ニ
シ
プ
完
成
ス
ル
カ
バ
、
槍
査
例
数
二

乏
シ
キ
ヲ
以
テ
論
断
ス
ル
能
ハ
ズ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
術
母
子
相
互
血
液
ノ
同
糧
血
球
凝
集
反
慮
、
及
ビ
母
子
相
互
血
清
ノ
異
種
、
及
ビ
同
種
血
球
凝
集
素
一
一
關
ス
ル
墨
蹟
ハ
嵩
魯
・
…
篇
①
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

同
母
血
清
ノ
凝
集
カ
バ
胎
兇
血
清
ノ
夫
レ
ヨ
リ
毛
強
ク
、
母
ノ
血
球
ハ
錦
見
血
球
ヨ
リ
モ
強
ク
且
ッ
早
ク
凝
集
セ
ラ
ル
・
ヲ
見
、
母
騰
血
清

中
開
ァ
ル
魍
既
望
素
ハ
必
ズ
シ
モ
胎
見
二
二
r
行
蔵
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
言
ヒ
、
脱
衣
ご
三
国
戸
町
医
（
7
庁
Φ
ぞ
霧
鋤
ハ
家
兎
血
球
二
就
プ
槍
査
シ
、
母

血
清
中
ノ
凝
集
素
ノ
量
ハ
胎
兜
血
清
ノ
モ
ノ
ヨ
リ
モ
大
ナ
リ
ト
述
。
へ
囲
・
毒
㈹
言
口
ハ
十
一
例
ノ
初
生
児
血
清
中
三
例
ハ
母
ノ
血
球
ヲ
凝
集
シ
、

膀
帯
ヨ
ソ
得
タ
ル
血
球
ハ
屡
々
成
入
血
清
ニ
ョ
リ
テ
凝
集
セ
ラ
ル
・
ト
論
ジ
、
同
種
血
球
凝
集
素
ノ
移
行
ハ
稀
ナ
ル
が
如
ク
言
ヒ
、
　
で
已

同
）
ゆ
。
・
曇
¢
｝
囲
。
・
．
同
・
篇
の
虻
耐
畳
的
ハ
初
生
児
ノ
血
清
中
ノ
凝
集
素
庸
劣
メ
テ
溺
ク
、
屡
々
歓
如
ス
ル
モ
ノ
ァ
リ
上
言
ヒ
、
初
生
兜
血
液
ノ
血
液
厩

別
百
骸
ダ
充
分
二
完
成
セ
ザ
ル
モ
ノ
ト
述
べ
タ
リ
、
縦
・
）
一
・
O
ヨ
崩
・
已
山
国
三
）
一
硝
。
町
場
モ
初
生
児
血
清
中
ノ
凝
集
素
ノ
含
量
四
極
メ
テ
僅
少

ナ
ル
モ
ノ
ト
稗
シ
ω
。
『
巳
ハ
醐
ハ
紐
ノ
血
清
ハ
稀
二
小
野
ノ
血
球
ヲ
凝
集
シ
、
子
供
ソ
血
清
ハ
母
ノ
血
球
隔
絶
作
用
セ
ザ
リ
シ
ト
報
ジ
、

Ω
．
．
・
q
・
．
星
ピ
葺
質
．
。
．
坤
嘗
三
＋
人
ノ
小
見
ヲ
槍
シ
、
初
生
兇
ノ
血
清
ハ
母
ノ
血
球
ヲ
凝
集
セ
ザ
ル
が
故
二
言
血
ヲ
子
供
二
輸
血
ス
ル

モ
眼
瞼
ナ
ラ
ズ
ト
説
キ
シ
ガ
、
国
・
モ
甲
あ
ハ
分
娩
直
後
ヨ
リ
十
ケ
月
牛
迄
ノ
小
児
百
三
十
一
人
二
歩
キ
槍
査
シ
、
膀
帯
血
ニ
ハ
其
血
液
型

が
充
分
二
野
ハ
レ
テ
居
ラ
ズ
、
生
後
月
ヲ
経
ル
ニ
從
ヒ
プ
、
其
身
属
三
軸
朋
カ
ニ
ナ
リ
行
キ
ニ
歳
二
達
ス
レ
バ
大
人
同
様
一
定
ノ
血
液
型

ヲ
示
ス
モ
ノ
一
＝
ノ
、
血
球
ノ
血
液
型
ハ
血
清
ヨ
リ
モ
皐
・
ク
完
成
セ
ラ
ル
・
モ
ノ
ナ
リ
ト
噺
削
ジ
タ
リ
。

　
河
石
、
佐
々
木
、
㈹
爾
氏
、
桐
原
両
氏
国
診
9
砂
山
＝
・
国
ご
・
。
妻
ζ
院
号
等
モ
怪
々
同
様
ノ
結
果
二
到
達
シ
タ
リ
シ
ガ
、
未
ダ
術
寒
性



血
球
凝
集
反
鷹
ヲ
検
セ
ル
業
蹟
二
戸
セ
ザ
ル
ハ
既
二
述
ペ
タ
ル
が
如
ク
ニ
シ
プ
、
余
ハ
ニ
十
四
例
ノ
磁
壁
清
中
寒
性
隠
球
凝
集
素
ヲ
有
ス

ル
ニ
十
二
例
ニ
ツ
キ
向
冗
血
液
型
（
血
球
二
就
キ
槍
査
セ
ル
モ
ノ
）
ト
同
型
ナ
ル
モ
ノ
、
及
ビ
第
四
型
ノ
母
血
清
ハ
其
儘
、
母
血
清
ニ
シ
テ
　
兇

血
球
二
封
シ
同
種
血
球
凝
集
素
ト
シ
テ
作
用
ス
ベ
キ
型
ニ
ァ
ル
モ
ノ
ハ
重
質
他
ノ
血
球
ヲ
以
テ
其
同
種
血
球
凝
集
素
ヲ
三
十
七
度
ノ
卿
卵

器
中
幅
テ
吸
着
セ
シ
メ
、
而
シ
テ
後
ソ
レ
等
母
血
清
二
兇
血
球
ヲ
作
用
セ
シ
メ
、
零
度
二
放
置
ス
ル
コ
ト
十
二
時
間
ニ
シ
テ
槍
セ
ル
ニ
、

凝
集
程
度
ノ
湘
独
弱
ハ
種
々
ナ
リ
シ
モ
全
部
明
カ
ニ
凝
集
ス
ル
ヲ
認
メ
、
｛
同
臼
ル
血
清
ハ
母
ノ
血
球
二
封
シ
凝
集
セ
ザ
ル
コ
ト
前
實
験
二
自
家

血
球
ヲ
凝
集
セ
ザ
リ
シ
ト
同
士
ナ
リ
キ
、
其
内
自
家
血
球
ヲ
凝
集
セ
ル
第
一
、
第
六
、
第
二
十
三
ノ
三
例
ノ
ミ
ハ
微
カ
ニ
班
血
球
ヲ
モ
凝

集
ス
ル
ヲ
認
メ
タ
リ
（
第
三
十
四
表
盛
照
）
。

　
爾
余
ノ
槍
査
セ
ル
ニ
十
四
例
ノ
児
血
．
清
ニ
テ
同
種
血
球
凝
集
素
ハ
殆
1
3
謹
朋
サ
レ
ザ
リ
シ
モ
第
一
、
第
二
、
及
ビ
第
十
六
例
二
於
プ
僅

微
乍
ラ
反
慮
セ
ル
ラ
認
メ
シ
が
其
血
液
型
ハ
未
ダ
完
成
シ
居
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
第
二
例
ノ
初
生
児
二
於
テ
ハ
血
球
二
凝
集
療
ナ
ク
、

1
型
即
チ
0
型
ノ
如
ク
見
ユ
ル
モ
、
其
血
清
中
幅
ハ
β
凝
集
素
ノ
ミ
存
シ
テ
〆
凝
集
素
ヲ
映
ク
ガ
故
二
野
血
清
ヨ
リ
見
レ
バ
第
二
型
ノ
如

ク
思
ハ
ル
、
郎
チ
此
場
合
三
ハ
コ
ノ
小
臼
ル
ノ
血
液
ハ
第
一
型
ニ
シ
プ
、
溢
血
清
中
二
半
凝
集
素
ノ
出
現
ナ
キ
モ
ノ
カ
、
或
ハ
第
二
型
ニ
シ

タ
其
血
球
二
A
凝
集
原
ノ
螢
現
セ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
、
何
レ
カ
ノ
場
合
ヲ
考
ヘ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
、
初
生
肉
兇
’
肌
清
中
ノ
凝
集
素
ハ
母
ノ

血
液
ヨ
リ
移
行
セ
ル
モ
ノ
ト
考
フ
ル
時
ハ
、
本
番
二
於
プ
ハ
母
血
清
中
ノ
，
《
、
β
爾
凝
集
素
ノ
内
β
凝
集
素
ノ
ミ
移
行
シ
〆
凝
集
素
ハ
移

行
セ
ザ
ル
カ
、
移
行
セ
ル
モ
極
メ
テ
微
量
二
Z
究
明
シ
難
キ
程
度
ノ
毛
ノ
ナ
ラ
ン
ト
説
明
ス
ル
ヲ
得
ベ
シ
。

　
第
十
六
例
二
於
プ
モ
ニ
例
ト
同
様
、
初
生
児
ノ
血
球
パ
ー
型
（
0
型
）
ノ
如
ク
、
而
モ
其
血
清
中
ニ
ハ
β
凝
集
素
ノ
ミ
ヲ
存
シ
〆
ヲ
敏
如

ス
ル
ハ
第
一
型
ノ
血
清
ト
シ
タ
一
揖
メ
難
キ
モ
、
偉
ノ
血
液
型
パ
ー
型
ニ
シ
テ
其
血
清
中
ニ
角
子
、
β
雨
凝
集
素
ヲ
有
ス
ル
モ
、
其
内
β

凝
集
素
ノ
ミ
胎
兜
血
液
二
移
行
セ
窒
ノ
ト
認
ム
ル
ヲ
得
べ
払
。

（411　〉

原
著
　
岸
1
1
低
漂
二
於
テ
機
現
ス
血
ル
球
凝
集
反
懸
二
進
ス
ル
研
究

六
七
ー
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第　三 十 四 表

No．

U仔

数

1

O
ヨ

3

4

「
∂

分

娩

日

姓

名

27！XI　1秋

28／×11　高　　憂欝

31／XII　　　非上
P，1／XI収

6／1

I
I

／
ノ
」
6
ρ
U

ぽ
i
1

／
／0
0

6
【
‘
8
9
10

11

12

13

11

15

1c，

17

18

12／1

13／1

17／1

！8／1

19．II

g．o／1

・．1　：1／1

25／1

26／1

1‘刊甥

20　1　L｝g／1

21

2z）

23

24

5／II

5／II

6／II

8／11

母　　ノ　血　液

母血球

右回
び

工IIII
（e）1（o〈）

篠　十

塚本
田　中

米永

今村
某（不明）

小林

逮磨
藤ヲト

高橋

西永
山　田

北外

上田

中村
山田蟹

若原

木下
坂　口

横地

麿木

，

’1一

十

十

t

－
T

十

十

十
十
十

十
十
†

十
十
十

セ

上
平

母
標
e 11

U
－
（

　
）

11

g
十

十

十

盧う

十

十

十
十
十

十
十

十

十

十

十

十

十

十

十’

十

十

十i一

十

母ノ血

液型

血
清
ノ

凝
集
素

血
球
ノ

疑
集
原

B

o

、∠

tNB

A

A

o

AB
匁ノ

AB

）（

ヨー

A

AB

A

o

B

o

o

B

a〈　B

r
e

B
i，9

o〈　・B

s

メβ

al

s

f
i

o〈　B

一K

ds－B

al，s

AIB

子　供　ノ　血　液
1揖：下血疲ノ砧
互寒性血球凝
i集反慮

［M一

十
十
十

十
・

十

十

AB

A　j　x9

　’

Ooくβ

球寒

骨性

集自

反三

鷹血

十　十

十1

i見・ICit・．R

　
　
　
　
　

禰
騨

「
｝
一
「
士
十
一
十
　
十

十
十
十
十
十
十
　

十
十
十

t
「
　
†

†
十
十
十
十
・
十

十
十

＋［＋
　il
十　一

薗う

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十
十

児ノ血清

船標
β
k

　
）I
A

－
（

二

士

五i
〈B）

士

十

十

兜ノ血

液型

血
湛
ノ

凝
集
素

血
球
ノ

疑
集
環

o

A

A

A

o

A

B

A

AB

o

B

A

AB

A

o

AB

0

O

、ノ

。く

s

9

Al一

B

o

o

母
廠
清
二
免
血
球
子

加
（
零
度
二
†
二
時

間
置
キ
タ
レ
結
果

寒
性
自
家
血

球
疑
集
反
懸

十

項

二

士

十

十
十
十
十

士

十
十
十

十

十
十

十

十
十
十
十
十
十
十

十

十

十

興
血
溢
二
三
血
－
球
デ
ー

加
（
零
渡
二
十
二
時

闘
置
キ
タ
ゥ
結
果

十

十

十

原

著

岸
1
1
低
温
二
於
テ
登
現
ス
〃
血
球
凝
集
反
鷹
二
關
ス
ル
研
究

』
、
f
、

魑
ノ
・
ノ
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第
八
章
　
各
種
動
物
ノ
寒
性
自
家
血
球
凝
集
反
庶

　
一
九
〇
一
年
国
葱
一
函
氏
ハ
馬
血
清
中
二
寒
性
凝
集
素
ノ
ァ
ル
コ
ト
ヲ
登
見
シ
、
海
狸
及
ビ
家
兎
ニ
ハ
諦
明
シ
得
ザ
ル
屯
ノ
ト
論
ジ
、
一

九
〇
三
年
二
緊
≡
詠
δ
ぞ
2
．
醐
氏
ハ
家
兎
、
犬
、
馬
、
牛
、
鶏
、
海
狸
ノ
血
清
中
二
存
在
ス
ト
幕
シ
、
最
近
撃
一
二
⑲
氏
ハ
牛
二
就
キ
テ
槍

シ
属
Σ
。
些
巨
剛
・
二
・
・
国
忌
象
。
乙
の
懸
隔
家
兎
及
ビ
馬
血
．
清
ニ
ツ
キ
テ
槍
索
シ
、
人
二
於
プ
ハ
零
度
ヨ
リ
四
度
ノ
間
門
於
テ
（
稀
ニ
ハ
ニ
十

度
）
五
〇
％
ノ
三
二
現
ハ
ル
・
ト
総
シ
、
山
上
訪
氏
ハ
家
兎
海
里
二
上
キ
讃
明
シ
、
樋
口
一
己
ハ
犬
五
匹
二
就
キ
槍
セ
ル
モ
自
家
血
球
凝

集
反
懸
ヲ
見
ザ
リ
キ
ト
云
フ
、
佐
々
木
門
燈
一
撮
二
半
キ
研
究
シ
、
小
松
原
一
嘗
亦
数
種
動
物
ヲ
槍
セ
ル
結
果
、
牛
、
犬
、
山
単
、
海
狼

等
ノ
血
清
ニ
ハ
同
凝
集
素
ノ
存
在
疑
ハ
シ
ト
論
ジ
タ
リ
。

　
全
櫛
ハ
一
締
、
…
馬
，
、
山
羊
、
轟
八
面
一
例
、
鶏
、
肝
試
、
豚
各
【
二
例
、
牛
ム
ハ
例
、
　
」
家
兎
⊥
ハ
面
目
鮎
就
キ
塞
鱒
性
白
H
・
下
血
｛
帯
磁
密
集
現
免
俸
ノ
右
掃
鉦
州
ヲ
論
幽
索

シ
、
心
凹
之
が
碍
饒
一
集
槽
風
ヲ
測
定
セ
リ
。

　
血
清
ハ
之
ヲ
探
血
後
、
直
チ
三
二
十
七
度
ノ
卿
卵
器
二
身
レ
、
（
馬
血
清
ハ
分
雲
斗
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
タ
分
離
法
ハ
熟
知
セ
ズ
）

分
離
シ
、
血
球
一
斗
構
酸
曹
達
食

傷
水
溶
液
ヲ
入
レ
タ
ル
器
ニ
ト
リ

凝
固
ヲ
防
ギ
、
コ
レ
ラ
三
十
七
度

昌
加
温
セ
ル
生
理
的
食
上
水
ヲ
以

テ
、
洗
骨
シ
五
％
ノ
食
臨
皿
水
計
游

液
ト
ナ
ス
。

　
余
ハ
常
二
十
二
時
間
零
度
二
放

置
シ
、
註
（
結
果
ヲ
槍
セ
リ
。

　
　
　
　
原
　
著

表五十三第
／
　
動
虹
／
物
清
澤
／
名
三
度
　
／

家
家
家
家
家
家
馬
山
鶏
鶏
豚
豚
屠
牛
牛
牛
牛
牛
犬
海
海
白
兎
兎
兎
兎
兎
兎
曲
の
ゆ
ω
④
㈲
　
羊
①
の
の
の
④
の
の
㊥
ゆ
⑲
　
覆
爆
鼠
　
　
　
　
　
　
1
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
1
　
－
　
i
　
l
　
　
1
　
1
隔
下
す
庫
－
蹄
悼
噺
陸
窪
＋
‡
＋
－
［
．
冤
「
士
「
勢
．
7
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
；
．
＋
ポ
＋
＋
二
士
＝
一

蠣
下
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
；
＋
＝
一
二
二
＝

曙
下
＋
＋
＋
：
＋
＝
「
＝
一
＝
一
二
一
＝
｝
　
一
　
I
l
　
　
一
　
一
1
　
．
．

　
培
　
3
一
　
　
」
　
…
　
．

　
　
　
　
　
　
一
圏
1
」
i
　
，
1
1
1
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛
　
－
　
．
　
I
　
　
l
I
l
｝
一
　
「
一
　
．
　
i
－
一
　
一
1
下
＋
＋
二
二
：
＝
「
二
＝
「
：
＝
一

一
丁
二
＝
｝
＝
一
二
「
二
二
二
＝
二

岸
－
一
低
温
二
於
テ
登
現
ス
ゥ
血
球
凝
集
反
慮
二
關
ス
か
研
究

六
九
ー
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原
著
　
　
岸
開
低
温
二
於
テ
饗
現
ス
〃
血
球
凝
集
反
慮
二
面
λ
ル
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
七
〇
i

　
以
上
ニ
ヨ
レ
バ
家
兎
ノ
自
家
血
球
凝
集
素
ハ
他
ノ
何
レ
ノ
動
物
ヨ
リ
モ
最
モ
強
ク
反
癒
シ
、
一
例
ハ
六
十
四
倍
、
二
例
ハ
三
十
二
倍
、

術
二
例
ハ
十
山
ハ
倍
、
一
例
門
戸
倍
迄
稀
繹
ス
ル
毛
陽
性
ヲ
呈
シ
タ
リ
、
牛
ハ
六
例
中
三
例
の
二
倍
、
一
例
ハ
四
倍
迄
陽
性
ヲ
示
シ
、
二
例

輔
導
ク
自
家
血
球
ヲ
凝
集
セ
ズ
、
鶏
ハ
ニ
例
ト
モ
四
倍
迄
、
豚
ハ
一
例
ハ
四
倍
二
至
ル
モ
自
家
血
球
ヲ
凝
集
シ
一
例
ハ
原
液
ニ
タ
微
カ
ニ

反
懸
ス
ル
ノ
ミ
ナ
リ
キ
。

　
海
胆
ノ
一
例
ハ
全
ク
陰
性
ニ
シ
プ
他
ノ
一
例
ハ
極
メ
テ
微
カ
ニ
反
慮
ス
ル
モ
、
ソ
ノ
反
慮
疑
ハ
シ
キ
毛
ノ
ト
ス
、
馬
ハ
十
六
倍
、
山
羊

入
倍
、
犬
一
倍
ニ
テ
反
慮
シ
臼
鼠
ハ
全
ク
反
懸
セ
ザ
リ
キ
。

　
家
兎
血
清
下
多
ク
其
凝
集
丁
寧
キ
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
ク
、
反
隈
ス
ル
時
間
亦
極
メ
ク
短
カ
ク
、
「
ホ
ー
ル
オ
ブ
エ
ク
ト
硝
子
上
二
於
テ
ハ
、

十
数
分
零
度
二
置
キ
テ
明
カ
ニ
凝
集
ス
ル
ヲ
見
ル
、
犬
、
海
樽
ハ
最
毛
長
時
間
ヲ
要
ス
ル
が
如
シ
。

　
尚
一
ご
二
動
物
ニ
ツ
キ
テ
、
ソ
ノ
凝
集
素
ノ
食
餌
水
溶
液
ヲ
母
鳥
血
球
ヨ
リ
早
馬
ソ
ト
セ
シ
ニ
、
家
兎
ハ
常
二
好
成
績
下
取
リ
出
シ
得
タ

ル
モ
他
ノ
動
物
ハ
微
弱
一
二
部
解
離
シ
得
ル
ノ
ミ
ニ
テ
其
成
績
亦
不
完
全
ナ
リ
キ
。

　
次
二
余
沖
比
較
的
多
量
ノ
人
血
清
押
型
二
適
量
ノ
自
家
血
球
ヲ
入
レ
、
氷
水
中
二
約
一
日
投
ジ
置
キ
、
次
デ
コ
レ
ヲ
遠
心
分
離
シ
、
戚

作
血
球
ヲ
得
、
零
度
二
冷
却
セ
ル
食
立
水
ニ
ナ
数
同
洗
ヒ
、
ソ
レ
ニ
前
血
清
量
ノ
ニ
分
ノ
一
量
ノ
食
垂
水
ヲ
入
レ
三
十
七
度
ノ
卿
卵
器
二

二
時
間
放
置
シ
、
寒
性
自
家
血
球
凝
集
素
ヲ
解
離
セ
シ
メ
タ
リ
。

　
前
血
清
ノ
馬
券
ノ
食
璽
水
ヲ
用
ヒ
タ
ル
ハ
、
人
血
清
里
リ
ハ
家
兎
ノ
如
ク
好
成
績
二
凝
集
素
ヲ
解
離
セ
シ
素
謡
キ
ヲ
以
プ
、
濃
キ
凝
集

素
溶
液
ヲ
得
ソ
が
爲
ナ
リ
。

　
カ
ク
シ
’
ノ
得
タ
ル
各
一
型
ノ
凝
穣
至
系
溶
液
ニ
ツ
キ
、
各
動
物
ノ
洗
鯉
一
五
％
ノ
血
球
応
げ
游
液
ヲ
加
へ
、
　
零
度
二
十
二
時
」
間
m
直
キ
タ
ル
ニ
、
凝

集
程
度
ハ
種
々
ナ
リ
シ
モ
全
部
ヲ
凝
集
セ
リ
o
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鱗夘

ｲ一

¥
山
ハ
表

㌦
細
則
講
論
耀

牛1牛

・・

p
＋
＋
＋
＋

牛
　
皇
＋

の一

{
＋
＋
＋

　
　
　
十
　
　
十
　
　
十

牛
　
④
一
＋

豚
　
⊥
＋

㌔＋

＋叶
　t
＋「＋

豚
　
逸
＋

十
　
　
十
　
　
十

鶏
　
⊥
＋
十
　
　
十
　
　
十

鶏
　
・
・
一
＋

山

十
　
　
十
　
　
十
　
　
　

羊
一
＋
＋
＋
＋

犬海【海

狼
止
＋

［
＋
＋
＋
＋

　
　
十
　
　
十
　
　
十

悪
一
＋

十
　
　
十
　
　
十

鼠

一
＋
＋
＋

家
　
兎
一
＋
＋
＋

＋け
　

1＿

猿か
し
ら
一
一
＋
一
＋
＋
＋
＋

　
　
十
　
　
十
　
　
十

急
撃
＋

野馬

　
　
十
　
　
十
　
　
十

｝
＋
＋
＋
＋

　
十
　
　
十
　
　
十
　
　
十

　
更
二
余
ハ
人
血
清
二
型
（
1
、
H
、
皿
、
W
型
）
ノ
塞
性
自
家
血
球
凝
集
現
象
ヲ
呈
ス
ル
モ

ノ
ヲ
撰
探
シ
、
夫
々
1
型
血
清
ニ
ハ
N
型
血
球
、
m
型
血
清
一
路
ー
1
型
血
球
、
m
型
血
清
ニ

ハ
ー
1
型
血
球
ヲ
加
へ
、
三
十
七
度
ノ
鰐
卵
器
引
入
レ
同
種
血
球
凝
集
素
ヲ
全
ク
吸
着
セ
シ
メ
、

後
、
残
り
血
清
国
籍
キ
、
同
型
、
異
型
ノ
各
型
血
清
ヲ
加
ヘ
テ
零
度
二
十
二
時
間
放
置
セ
ル

ニ
全
部
凝
集
現
象
ヲ
呈
ス
ル
ヲ
見
タ
リ
、
旧
藩
四
型
ノ
血
清
ニ
チ
モ
凡
プ
ノ
他
ノ
血
球
ヲ
凝

集
ス
ル
コ
ト
ヲ
認
メ
タ
リ
。

　
依
之
観
之
、
入
血
清
寒
性
自
家
血
球
凝
集
素
ハ
他
動
物
ノ
血
球
ヲ
毛
凝
集
シ
、
他
ノ
同
型
、

異
型
ノ
入
血
球
ヲ
モ
凝
集
ス
ル
ヲ
以
プ
、
即
チ
該
凝
集
素
ハ
自
家
（
雪
げ
。
）
ニ
シ
プ
、
同
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
冒
○
）
又
異
種
（
類
実
母
○
）
タ
リ
得
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
所
珊
嗣
ン
隔
ぎ
。
氏
ノ
汎
凝
一
集
素
（
国
許
目
蓼
σ
q
α
Q
一
苧

叶凶

l
二
巨
）
ト
舩
…
ス
ベ
キ
毛
ノ
ト
信
ズ
。

第
九
章

原
　
著
　
　
岸
評
低
温
二
於
テ
獲
現
ス
ル
血
球
凝
集
反
磨
二
瀬
ス
〃
研
究

非
寒
性
自
家
血
球
凝
集
反
鷹
及
ビ
自
家
血
球

凝
集
反
慮
ノ
病
理
的
慧
義

　
眞
ノ
自
家
血
球
凝
集
思
慮
ト
ハ
、
自
己
ノ
血
球
ヲ
、
ソ
ノ
血
清
が
有
ス
ル
抗
膣
即
チ
自
家

血
球
凝
集
素
ニ
ヨ
リ
テ
凝
集
ス
ル
現
象
ナ
リ
。
然
ル
ニ
多
量
ノ
血
清
二
、
少
量
ノ
自
家
血
球

ヲ
混
ぜ
ル
時
ニ
ハ
、
血
球
ハ
管
底
二
次
第
二
沈
降
シ
一
毛
凝
集
セ
ル
が
如
ク
見
エ
、
更
ニ
コ

レ
ヲ
「
ホ
ー
ル
オ
ブ
エ
ク
ト
諮
…
子
二
探
リ
鏡
一
槍
ス
ル
ニ
躬
燗
陽
」
性
二
曽
厩
山
集
ヲ
起
シ
η
ハ
…
追
銭
状
凝
別

集
ノ
如
キ
像
ヲ
モ
認
ム
ル
コ
ト
ア
リ
。
此
現
象
メ
常
二
余
ノ
親
シ
ク
三
見
シ
ッ
・
ア
ル
現
象

ニ
　
シ
ー
ア
、
　
担
山
野
、
　
四
季
二
更
セ
ズ
起
り
、
　
同
測
帖
稗
畜
都
鄙
笹
生
隔
世
反
雁
鯉
及
ピ
壷
仙
性
自
家
点
肌
球
凝
集
ド
灰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一
1
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原
　
著
　
　
岸
1
1
低
温
二
於
テ
饗
現
λ
ル
血
球
凝
集
反
慮
二
關
ス
ル
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
ニ
ー

癒
ノ
堅
雪
秤
度
ノ
モ
ノ
ニ
比
シ
、
著
シ
ク
弱
ク
、
試
験
管
ヲ
少
シ
ク
振
盗
ス
川
時
下
離
散
シ
了
ル
ベ
シ
、
二
倍
乃
至
四
倍
二
二
繹
セ
ル
血

清
中
二
於
ナ
ハ
同
現
象
ハ
殆
ド
逸
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
實
験
セ
リ
。

　
レ
＝
目
、
・
高
野
沈
降
ニ
ョ
ル
一
種
ノ
凝
集
現
象
ニ
ッ
キ
次
ノ
如
ク
論
ジ
タ
リ
。
自
己
ノ
血
球
ト
血
漿
叉
ハ
血
清
ノ
間
二
身
テ
軍
二
物
理
化
學

的
母
上
賠
ξ
皿
陣
琴
塾
。
≡
塔
一
お
く
①
多
巴
蔓
・
・
驚
ニ
ョ
リ
テ
起
ル
モ
ノ
ニ
シ
ク
、
普
通
知
ラ
ル
、
峯
）
＝
窪
び
…
一
巻
茜
ー
ノ
現
象
ト
同
理
二
基
因
ス
ル

モ
ノ
一
＝
7
恐
ラ
ク
血
球
ノ
沈
降
連
度
（
ζ
二
二
。
・
叶
①
ジ
2
㈹
“
冒
馴
図
5
騨
じ
魚
田
㈹
博
Q
o
掌
一
≡
冨
σ
Q
2
．
働
）
二
期
係
ス
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ト
云
フ
。

　
久
保
黒
氏
ノ
研
究
一
；
レ
バ
、
生
理
的
ノ
血
液
モ
其
血
清
中
二
於
プ
書
毛
銭
ヲ
連
ネ
タ
ル
が
如
キ
、
所
謂
連
銭
歌
凝
集
現
象
ヲ
呈
ス
、

氏
ハ
コ
レ
ヲ
温
性
自
家
血
球
凝
集
反
慮
ト
名
付
ケ
タ
リ
、
余
ハ
低
温
ナ
ラ
ズ
ト
モ
、
血
清
ノ
乾
…
燥
聖
心
濃
縮
ニ
ヨ
リ
テ
、
羅
…
々
自
家
血
球
－

凝
集
現
象
ノ
如
キ
現
象
ヲ
見
、
高
温
二
於
テ
起
り
シ
自
家
血
球
凝
集
反
慮
ナ
ラ
ズ
ヤ
ト
ノ
疑
ヲ
抱
キ
シ
事
ア
リ
キ
。

　
冒
馴
ξ
㈲
氏
ハ
一
）
噌
き
ζ
凄
“
ぎ
国
国
】
＾
唯
。
ご
…
箋
「
ぞ
及
ピ
葭
τ
｝
）
詳
〔
ニ
ポ
こ
Q
℃
一
三
9
フ
三
盛
吋
回
ノ
患
者
ニ
シ
プ
、
十
七
度
二
三
テ
自
己
ノ
血
球
ヲ

凝
集
セ
リ
ト
報
告
シ
≦
…
山
回
ン
一
〕
一
．
触
毒
コ
一
・
隼
三
論
ハ
顛
↑
”
＝
。
算
ぎ
］
一
霞
H
茸
霧
一
あ
二
、
む
①
蝋
一
商
ハ
円
」
。
｝
）
〔
隻
…
二
．
ぎ
諮
二
自
家
血
球
凝
集
反
癒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

ヲ
見
、
哺
。
象
騨
心
証
＄
馳
じ
二
ご
β
話
働
氏
等
ハ
目
三
唱
・
二
】
妄
勇
ジ
γ
デ
ニ
切
崔
抑
蓼
一
ご
…
ぎ
醐
ハ
「
マ
ラ
リ
ヤ
」
患
者
二
二
一
議
＝
昂
二
．
脇
ハ
妊
娠
ノ

時
二
屡
々
自
家
血
球
凝
集
反
慮
現
ル
・
ト
総
シ
、
題
モ
℃
曲
剴
峯
一
ご
2
西
慨
氏
式
帽
疾
病
二
際
シ
同
現
象
ヲ
見
ル
ト
述
べ
タ
リ
。

　
叉
岩
井
、
難
戦
醐
氏
ノ
研
究
ニ
ヨ
レ
バ
レ
エ
ノ
ー
氏
病
ハ
寒
冷
二
於
プ
作
用
ス
ル
外
事
ナ
ル
自
家
血
球
凝
集
素
二
幅
リ
テ
、
凝
集
セ
ラ

レ
タ
ル
自
家
血
球
ガ
、
機
械
的
一
一
毛
細
管
ヲ
閉
塞
シ
タ
起
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
實
験
的
二
戸
明
シ
、
久
保
紬
氏
モ
亦
略
章
同
様
ノ
研
究
ヲ

登
金
環
ラ
レ
タ
リ
。
コ
レ
間
遮
シ
松
崎
醐
氏
ハ
レ
エ
ノ
ー
竃
馬
患
者
ノ
血
清
ハ
必
ズ
シ
モ
自
家
三
八
ヲ
凝
集
セ
ズ
ト
稽
シ
一
例
ヲ
報
告
セ

リ
。
カ
ク
ノ
如
ク
或
ル
特
殊
ノ
疾
病
二
審
シ
特
用
自
家
血
球
凝
集
素
ノ
貝
寄
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
ャ
、
叉
、
岩
井
氏
ノ
述
ブ
ル
が
如
ク
レ
エ
ノ

U
肺
病
ノ
如
キ
疫
患
が
該
一
丁
下
平
｛
象
ノ
強
ク
｛
仔
ス
ル
壁
跡
襲
病
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
、
叉
．
レ
エ
ノ
重
氏
病
中
（
同
現
象
ノ
起
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア

リ
ト
ス
ル
松
崎
博
士
所
論
ノ
如
ク
）
該
現
象
二
關
係
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
、
其
他
種
々
ノ
疫
病
ト
本
現
象
ト
ノ
難
物
ハ
今
後
ノ
研
究
二
待
ッ

所
大
ナ
ル
モ
ノ
ァ
ル
ベ
シ
ト
信
ズ
。



　
サ
レ
ド
余
ノ
槍
索
ニ
ヨ
レ
バ
個
人
ニ
ョ
リ
凝
集
慣
ニ
ハ
大
差
ア
レ
ド
モ
大
部
分
ノ
入
血
清
ニ
ハ
同
現
象
存
在
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
プ
、

低
温
二
身
プ
自
家
血
球
ヲ
凝
集
シ
タ
〃
ヲ
以
プ
直
チ
ニ
之
ヲ
病
的
ノ
モ
ノ
ナ
リ
ト
云
フ
ヲ
得
ザ
ル
ハ
明
カ
ニ
シ
テ
、
レ
エ
ノ
ー
氏
病
ト
寒

性
自
家
血
球
凝
集
二
二
ト
ノ
關
係
、
及
ピ
人
ノ
寒
性
血
球
凝
集
素
ノ
生
理
的
意
義
ハ
今
後
ノ
研
究
ニ
ョ
リ
テ
新
語
談
ヲ
晟
開
ス
ル
ニ
至
ル

や
毛
知
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

第
十
章

同
種
血
球
凝
集
反
庶
畳
音
昌
護
り
注
意
ス
ベ
キ
事
項
及
ビ
人
血
液
昌
四
型
以
外

ノ
異
型
ア
リ
ト
ノ
思
量
封
ス
ル
疑
義

　
　
ピ
・
三
消
魂
漏
・
d
8
…
三
5
戸
ω
邑
断
鉾
寓
。
。
・
・
卯
国
①
享
・
①
島
・
q
葺
・
5
、
σ
寛
喜
ノ
研
究
ノ
結
果
、
入
質
ヲ
四
型
二
分
類
ス
ル
コ
ト
ハ

　
現
今
諸
學
者
間
二
認
メ
ラ
〃
・
所
ナ
リ
。

　
　
然
ル
ニ
其
後
二
部
ソ
Q
・
直
奏
島
島
①
ぎ
騨
園
．
ピ
ン
三
。
・
峠
Φ
ぎ
電
戸
ぞ
ぎ
鋤
讐
象
託
三
⑳
莞
乙
閏
。
。
】
畠
“
O
＝
げ
『
．
叫
5
頃
二
ざ
ニ
ム
蜀
窓
・
。
轟
鯉

　
四
二
ρ
固
鼻
霧
・
萎
一
団
。
・
要
町
氏
等
、
吾
國
・
一
於
テ
ハ
松
原
氏
尚
河
石
、
古
橋
、
佐
々
木
酌
三
吾
等
ハ
今
日
分
類
サ
ル
・
四
型
以
外
二
爾

　
小
分
類
ヲ
ナ
シ
得
ペ
キ
新
異
型
ヲ
爽
見
セ
リ
ト
報
告
セ
ラ
レ
タ
ル
ガ
、
蜜
ぎ
勲
ピ
・
葬
霧
㈹
胆
切
Φ
一
義
酔
爵
・
響
己
Q
ハ
蛍
陵
戸
団
穿
曾
電
…
氏

　
等
ハ
以
上
ノ
新
異
型
汐
見
二
豊
シ
反
解
説
ヲ
述
べ
、
所
謂
新
異
型
ナ
ル
モ
ノ
即
詰
シ
疑
念
ヲ
抱
ケ
リ
。

　
　
常
山
室
二
於
テ
ハ
豫
ノ
ヨ
リ
古
畑
激
授
ヲ
始
メ
ト
シ
、
敷
室
員
共
同
シ
プ
同
種
血
球
凝
集
三
鷹
ノ
法
讐
學
聖
慮
用
二
就
テ
研
究
シ
、
就

　
中
言
「
注
讐
學
的
親
子
鑑
別
」
ヲ
明
確
ニ
セ
ン
が
爲
二
、
血
液
型
ノ
家
族
的
遺
業
二
關
ス
ル
研
究
一
構
プ
外
全
カ
ヲ
翠
グ
テ
努
カ
シ
ツ
・
ア

　
　
リ
テ
、
咋
年
十
一
月
一
日
東
京
二
於
ナ
開
カ
レ
タ
ル
日
本
學
術
協
會
第
一
同
総
會
、
及
ビ
十
一
月
十
四
日
京
都
二
於
テ
開
催
セ
ラ
レ
タ
ル

　
第
十
次
日
本
法
馬
平
等
曾
時
機
タ
、
古
畑
、
市
田
、
主
事
曲
ノ
連
名
ヲ
以
タ
、
　
一
〇
一
家
族
四
百
五
十
九
人
三
二
ル
槍
査
成
績
ノ
大
要
ヲ

　
登
表
シ
、
同
時
二
從
品
行
ハ
レ
タ
ル
遺
傳
小
説
ノ
事
實
二
適
合
セ
ザ
ル
モ
ノ
ァ
ル
ヲ
指
摘
シ
プ
、
血
液
型
ノ
遺
円
転
關
ス
ル
余
等
ノ
新
假

の
説
ヲ
述
ご
ノ
先
輩
諸
家
ノ
御
批
判
ヲ
仰
ゲ
ヲ
。

q
　
然
シ
乍
ラ
コ
レ
迄
螢
葉
軸
ラ
レ
シ
文
獄
ヲ
通
覧
ス
ル
ニ
、
余
等
ノ
新
假
説
ヲ
以
プ
説
明
シ
難
キ
諸
例
二
遭
遇
ス
ζ
ノ
ニ
シ
テ
、
是
等

　
　
　
　
　
原
著
　
　
岸
1
1
低
温
二
於
テ
登
現
ス
ル
血
球
凝
集
反
懸
二
選
ス
ル
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
七
三
1
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原
著
　
　
岸
1
1
低
温
二
於
テ
登
現
ス
〃
血
球
凝
集
反
磨
二
關
ス
〃
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
四
ー

ノ
諸
例
が
果
シ
テ
事
忌
二
相
違
ナ
シ
ト
ス
レ
バ
、
余
等
ノ
遺
傳
国
議
二
毛
多
少
ノ
憂
改
ヲ
必
要
ト
ス
ル
毛
ノ
ニ
シ
グ
、
余
丁
ノ
説
二
矛
盾

ス
ル
が
如
キ
例
が
果
シ
テ
實
在
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
ャ
否
や
ニ
就
テ
目
下
槍
討
シ
ツ
・
ア
ル
次
第
ナ
リ
。
全
等
ハ
諸
家
報
告
中
通
ハ
、
眞
性
ナ
ラ

ザ
ル
血
球
凝
集
反
磁
ヲ
モ
混
同
シ
テ
報
告
セ
ル
モ
ノ
ァ
〃
ベ
シ
ト
ノ
疑
ヲ
抱
キ
居
ル
が
故
二
、
異
性
同
種
血
球
凝
集
反
癒
ト
謬
ラ
ル
・
各
種

ノ
因
子
二
型
ク
考
慮
シ
、
今
同
ハ
其
内
最
モ
重
要
ナ
ル
誤
認
ノ
一
原
因
ト
考
ヘ
ラ
ル
・
寒
性
血
球
凝
集
反
磨
二
二
テ
・
特
二
研
究
セ
ル
次
第

ニ
シ
プ
、
第
ニ
ノ
誤
謬
ノ
原
因
タ
ル
血
球
ノ
被
凝
集
性
二
差
違
ア
ル
コ
ト
ニ
就
プ
ハ
四
二
本
年
醐
一
月
號
ノ
本
誌
二
於
テ
論
ジ
置
キ
タ
ソ
。

　
余
ハ
諸
袖
同
種
血
球
凝
集
反
論
ト
謬
ラ
ル
・
十
数
項
二
等
テ
記
述
シ
今
後
ノ
研
究
二
於
プ
ハ
悪
性
同
種
血
球
凝
集
反
態
－
・
然
う
ザ
ル
モ

ノ
ト
ヲ
書
髭
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
、
明
確
二
隠
顕
シ
テ
報
告
セ
ラ
レ
、
而
モ
爾
余
等
ノ
遺
傳
學
説
二
矛
盾
セ
ル
例
ヲ
登
見
セ
ラ
レ
タ
ル
場
合
ニ
ハ
、

其
血
液
型
ノ
判
断
ハ
五
牲
ノ
同
種
血
球
凝
集
帯
下
ニ
ョ
ル
モ
ノ
ニ
相
違
ナ
キ
事
ヲ
明
カ
ニ
シ
テ
春
雲
ノ
蒙
ヲ
開
カ
レ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
ス
。

　
爾
余
ハ
同
種
血
球
凝
集
反
響
ノ
槍
査
二
當
リ
テ
野
乗
現
今
ノ
四
型
二
相
當
セ
ザ
ル
が
如
キ
血
清
臨
接
シ
、
新
異
型
二
半
ラ
ザ
ル
ヤ
ト
、

驚
疑
ノ
念
ヲ
抱
キ
タ
ル
纒
瞼
ヲ
有
ス
ル
毛
、
之
ヲ
数
同
三
下
ソ
テ
精
製
シ
、
又
次
二
心
ノ
ル
が
如
キ
十
敷
項
二
注
意
ス
ル
コ
ト
ニ
依
リ
タ

其
節
リ
ナ
リ
シ
ヲ
知
り
タ
リ
、
故
二
余
ノ
経
瞼
ノ
一
端
ト
、
先
人
諸
氏
ノ
縫
揚
ル
貴
キ
纒
瞼
ノ
跡
ト
ヲ
併
セ
記
シ
以
テ
諸
先
輩
ノ
御
指
激

ヲ
仰
ギ
、
爾
同
種
研
究
者
二
調
シ
其
墾
考
ノ
一
片
ト
ナ
リ
得
バ
幸
甚
ト
ス
。

一
、
假
性
血
球
凝
集
反
憾
（
℃
蓬
二
。
】
・
曾
≦
繋
一
孟
一
一
碁
δ
と
。

・
。
暮
㊦
閏
h
ぎ
震
葺
剛
・
・
き
首
ト
ハ
血
清
中
ノ
。
｛
愛
①
霧
三
遷
，
Q
牙
げ
三
嵩
ト
血
球
ノ
〉
追
三
；
顎
雪
ト
ノ
眞
性
結
合
ニ
ョ
リ
タ
凝
集
ス
ル

　
現
象
ヲ
云
フ
毛
ノ
ニ
シ
テ
、
他
ノ
非
特
異
性
ノ
原
因
ニ
ョ
リ
プ
起
ル
血
球
凝
集
現
象
ト
ハ
嚴
二
匪
別
ス
ベ
キ
毛
ノ
ナ
リ
、
故
二
目
㊦
。
b
？

　
じ
奪
Φ
論
敏
授
ノ
雰
・
乞
3
σ
Ω
男
茎
・
・
酔
…
書
等
ハ
最
モ
考
慮
ス
ペ
キ
コ
ト
ニ
シ
テ
、
氏
ハ
血
清
ヲ
ニ
倍
二
稀
繹
ス
ル
カ
、
叉
ハ
五
％
ノ
「
レ

　
チ
チ
ソ
溶
｝
液
ヲ
加
フ
ル
コ
ト
ニ
依
リ
テ
、
ゴ
ノ
輔
吠
リ
ハ
防
湿
得
ル
モ
ノ
ト
説
キ
、
余
日
亦
鳩
器
長
ピ
≦
鵬
σ
q
三
ゲ
ぎ
幅
鮮
♂
ざ
＝
ニ
ハ
匝
〔
々
漕
｝
遇
シ
タ

　
レ
ド
モ
、
之
ヲ
ニ
倍
乃
至
三
倍
二
稀
繹
ス
ル
コ
ト
ニ
依
り
完
全
二
丁
ギ
得
タ
リ
。

二
、
標
準
血
清
ノ
凝
集
慣
。

　
二
種
標
準
血
清
ノ
チ
ー
プ
ル
ニ
大
差
ア
ル
毛
ノ
ヲ
使
用
ス
ル
ハ
談
ソ
ノ
基
ト
ナ
ル
ベ
シ
、
例
ヘ
バ
A
型
ノ
標
準
血
清
ハ
五
〇
〇
倍
一
一
シ



　
　
■
テ
、
B
型
ハ
四
〇
倍
ト
セ
ソ
カ
、
此
時
ノ
被
流
者
ノ
血
球
ハ
實
ハ
第
四
型
（
甜
型
）
ナ
ル
モ
、
A
ハ
短
時
間
ニ
シ
テ
強
ク
凝
集
シ
、
1
3
二

　
　
封
シ
プ
ハ
其
国
土
弱
ク
叉
長
時
間
ヲ
要
ス
、
カ
・
ル
事
解
二
遇
フ
時
ハ
其
身
四
型
血
球
ヲ
以
プ
B
型
ト
ス
ル
場
合
全
ク
無
シ
ト
セ
ズ
亦

　
　
　
注
意
ス
ベ
キ
事
ト
信
ズ
。

　
一
二
、
血
球
ノ
被
凝
一
集
性
二
旦
里
的
ノ
差
ア
ル
コ
ト
。

　
　
人
血
球
ノ
同
種
血
球
凝
集
素
ニ
ョ
ル
被
凝
集
性
ハ
皆
一
重
ノ
毛
ノ
ニ
非
ズ
シ
プ
、
多
欺
ノ
血
球
ヲ
同
一
ノ
血
清
二
型
シ
テ
作
用
セ
シ
ム

　
　
　
ル
ニ
其
鏡
敏
度
二
大
差
ア
ル
コ
ト
驚
ク
計
り
ニ
プ
、
人
血
球
ノ
被
凝
集
度
ト
血
清
ノ
凝
集
カ
ト
ノ
子
息
二
郷
プ
ハ
、
余
ハ
桑
原
氏
ト
連

　
　
名
ヲ
以
プ
十
全
會
雑
誌
本
年
｝
月
號
翻
二
報
告
シ
置
ヶ
り
。
其
後
稟
賦
、
伯
林
ノ
，
ω
隻
庸
≡
銘
ρ
国
警
①
き
円
蹴
氏
等
モ
余
ト
同
様
ノ

　
　
實
験
ヲ
試
ミ
、
第
二
型
血
球
九
十
三
例
ニ
ッ
キ
、
同
一
ノ
ー
型
血
清
ヲ
作
用
セ
シ
メ
タ
リ
シ
ニ
、
二
十
五
倍
稀
繹
血
清
ニ
テ
凝
集
セ
ル

　
　
　
モ
ノ
三
例
、
五
十
倍
ノ
モ
ノ
八
例
、
百
倍
ノ
毛
ノ
三
十
四
例
、
二
百
倍
ノ
モ
ノ
ニ
十
五
例
、
四
百
倍
半
毛
ノ
細
入
例
、
入
百
倍
稀
繹
液

　
　
三
樹
シ
テ
モ
街
凝
集
セ
ラ
ル
・
モ
ノ
五
例
ヲ
算
シ
タ
リ
キ
ト
云
フ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
帥
チ
コ
レ
曲
言
レ
バ
血
球
ノ
被
凝
集
養
分
ハ
ん
ヨ
リ
緬
迄
鍵
動
ア
ル
モ
ノ
ニ
シ
ク
、
カ
ク
ノ
如
キ
血
球
ヲ
使
用
シ
テ
吸
牧
試
験
ヲ
行
フ

　
　
時
ハ
種
々
ナ
ル
新
異
型
ト
思
ハ
ル
・
モ
ノ
ヲ
螢
見
ス
ル
ニ
至
ル
聡
明
カ
ナ
ル
庭
ナ
リ
。
例
ヘ
バ
入
百
倍
ノ
血
清
二
作
用
ス
ル
が
如
キ
被

　
　
凝
集
性
ノ
強
キ
血
球
ヲ
使
用
シ
テ
馬
蝉
試
瞼
ヲ
行
ヘ
バ
、
其
残
ソ
ノ
血
清
ハ
如
何
ナ
ル
他
ノ
血
球
ヲ
モ
凝
集
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
モ
、
二
十

　
　
五
倍
ノ
血
清
ニ
テ
僅
カ
ニ
凝
集
ス
ル
が
如
キ
被
凝
集
牲
ノ
悪
キ
血
球
ニ
プ
吸
牧
試
験
ヲ
施
行
ス
レ
バ
、
其
残
リ
ノ
血
清
ハ
爾
他
ノ
血
球

　
　
　
二
封
シ
タ
作
用
ス
ベ
シ
。

　
　
余
ハ
ニ
種
以
上
ノ
同
種
血
球
凝
集
素
弥
洞
見
セ
リ
ト
云
フ
。
Q
重
三
ρ
H
穿
G
ぎ
男
⑦
算
訪
禽
O
。
袋
聾
急
峯
①
凶
♂
ピ
豊
（
デ
け
Φ
三
思
藷
ム
均
一
け
仲
氏

　
　
等
ノ
報
告
ハ
、
血
球
ノ
被
凝
集
性
聞
覚
ア
ル
コ
ト
ヲ
注
意
セ
ズ
シ
テ
行
ヒ
タ
ル
霊
夢
ヨ
リ
來
シ
ル
誤
謬
チ
リ
ト
信
ジ
ツ
・
ア
リ
。
樹
其

　
　
他
ニ
モ
血
球
ノ
被
凝
集
度
二
脈
動
ア
ル
コ
ト
ヲ
無
視
セ
シ
が
爲
二
惹
起
セ
ル
幾
多
ノ
謬
レ
ル
報
告
モ
ァ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ト
推
測
ス
。

勘
　
四
、
血
球
ノ
降
下
ニ
ョ
ル
凝
集
現
象
。

q
　
　
血
清
ヲ
試
瞼
管
二
入
レ
、
ソ
レ
ニ
少
量
ノ
血
球
ヲ
投
ジ
プ
反
雁
ヲ
見
ル
時
ハ
、
陰
性
タ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ト
錐
モ
、
血
球
沈
降
シ
一
見
集
セ

　
　
　
　
　
原
著
　
　
岸
値
低
温
こ
於
テ
登
現
ス
ル
血
球
凝
集
反
慮
二
關
ス
ル
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
五
ー
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原
　
著
　
　
岸
1
1
低
温
二
於
テ
聚
現
ル
血
球
勲
集
反
慮
二
關
ス
ル
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
七
六
一

　
ル
が
如
キ
像
ヲ
呈
ス
、
　
コ
レ
前
述
ノ
如
ク
血
清
ノ
物
理
化
學
的
影
響
二
因
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
血
清
ヲ
古
画
二
手
繹
ス
ル
カ
、
叉
ハ
輕
ク

　
振
盧
ス
ル
コ
ト
ニ
依
リ
テ
眞
ノ
凝
集
現
象
ト
畷
別
シ
得
ペ
シ
。

五
、
寒
性
血
球
凝
集
素
（
汎
凝
集
素
）
二
基
ク
誤
認
。

　
同
種
血
球
凝
集
反
懸
ヲ
行
フ
ニ
際
シ
最
モ
留
意
ス
ベ
キ
事
ナ
リ
。
自
家
血
球
多
極
同
型
血
球
ト
錐
モ
、
零
度
乃
至
十
五
度
ノ
低
温
二
梢

　
々
長
時
間
放
置
ス
ル
時
潮
明
カ
ニ
凝
集
反
懸
ヲ
鵡
シ
、
全
ク
眞
ノ
同
種
血
球
凝
集
反
鷹
ト
四
極
シ
得
ス
、
殊
二
同
種
血
球
凝
集
素
ヲ
有

　
　
　
　
さ

　
セ
ザ
ル
蝋
型
ノ
血
清
中
仙
モ
コ
ノ
塞
性
凝
集
素
存
在
シ
同
型
及
ビ
異
型
ノ
血
球
ヲ
凝
集
ス
、
故
二
冬
季
保
温
装
置
ノ
ナ
キ
室
内
二
於
プ

　
ノ
立
脚
地
特
二
注
意
ス
ベ
キ
毛
ノ
ニ
シ
プ
、
同
種
血
球
凝
集
反
慮
ノ
外
二
寒
性
血
球
凝
集
手
植
モ
起
ル
コ
ト
ヲ
知
り
置
ヵ
ザ
ル
ペ
ヵ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
ズ
。
塞
性
凝
集
素
ノ
チ
ー
プ
ル
ノ
高
キ
モ
ノ
ハ
十
五
度
乃
至
ソ
レ
以
上
一
＝
ノ
モ
凝
集
ス
ル
ト
ノ
報
告
モ
ア
レ
バ
叉
注
意
ス
ペ
キ
モ
ノ
ト

思
フ
。

余
ハ
ニ
、
三
、
W
型
ノ
血
清
十
例
ヲ
探
り
、
　
一
ハ
ニ

倍
二
稀
鐸
シ
、
一
ハ
原
液
ヲ
用
ヒ
、
ソ
レ
ニ
洗
髪
セ

ル
笹
塀
二
型
ノ
止
生
干
・
ヲ
加
へ
、
　
（
圖
ノ
如
ク
藪
…
個
ノ
凹

穴
ノ
有
ス
ル
ホ
ー
ル
オ
ブ
エ
ク
ト
硝
子
二
醜
清
二

滴
、
血
球
液
一
滴
）
十
一
度
ノ
室
温
二
十
五
分
、
三

十
七
度
ノ
三
州
器
二
六
分
、
四
度
ノ
氷
室
二
十
二
時

間
其
結
果
ヲ
比
較
セ
ル
ニ
三
三
ノ
如
シ
。

表七十三白
日二

¥
♪
り
度
山
ハ
八
万

十
　
　
十

十
　
十

十
八
度
＋
五
分

士

十
　
十
　
十

十
　
十

四
度
十
二
畦
間

蟹＋蟹

』
十
　
　
十
　
　
十
　
　
十
　
　
十
　
十
　
　
十
　
　
十
　
　
十

十
　
　
十
　
十
　
　
十
　
　
十
　
　
十
　
　
十
　
　
十
　
　
十
　
十

　　　…

No　1…1V型十II型
　　　i

NQ　2…　，，　　十，，

No　31　，，　十，，

No　4■’＋”
　　　
KosiU型十”
］’e　61

No　71
　　　1i

No　81

No　9　i

NelO　i

嬰嬬．

　”　十”

　”　十”

　”　十”

III一十”

III型十”

食盤水十”

原
血
清

血
清

二
倍
稀
繹

源
血
清

血
清

二
倍
稀
繹

原
血
清

血
清

二
倍
稀
繹

室
内
十
八
度
ノ
槍
査
例
二
於
テ
第
四
例
ノ
四
型
、
血
清
第
入
例
ノ
墨
型
血
清
ガ
ニ
型
ノ
血
球
二
反
鷹
セ
ル
ハ
℃
醸
讐
多
・
函
σ
Q
酬
＝
二
・
・
暮
凶
（
已
ナ

リ
ヤ
、
叉
チ
ー
プ
ル
ノ
山
口
同
キ
塞
性
凝
集
素
ヲ
有
ス
ル
血
清
ノ
汎
凝
集
反
癒
ナ
リ
ャ
ハ
不
明
ナ
レ
ド
毛
、
之
ヲ
ニ
倍
二
稀
繹
セ
ル
ニ
凝
集
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ス
川
コ
ト
ナ
カ
リ
キ
。
街
之
ヲ
三
十
七
度
一
エ
ハ
分
営
キ
振
鍛
シ
・
プ
槍
セ
ル
ニ
疑
ハ
シ
キ
凝
集
反
慮
ハ
起
ラ
ザ
リ
キ
、
四
度
ノ
氷
室
二
十

・
二
時
間
置
キ
タ
ル
モ
ノ
ハ
全
部
凝
集
ス
ル
ヲ
見
タ
リ
。

　
カ
ク
ノ
如
ク
眞
性
ノ
同
種
血
球
凝
集
反
懸
ノ
意
味
二
院
タ
ハ
反
慮
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
雛
モ
低
穂
薄
工
於
テ
ハ
朋
ヵ
二
反
慮
ヲ
呈
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヤ
　
　
　
う
　
　
へ
　
　
も
　
　
カ

　
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
同
種
血
球
凝
集
国
王
ヲ
行
フ
場
含
ニ
ハ
ニ
十
度
以
上
ノ
温
度
ニ
テ
之
ヲ
行
フ
カ
、
叉
標
準
ト
ナ
ル
ベ
キ
血
清
二
、

　
て
　
　
む
　
　
な
　
　
ネ
　
　
せ
　
　
む
　
　
め
　
サ
　
　
ね
　
　
る
　
　
き
　
　
サ
　
　
む
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
カ
　
　
ヨ
　
　
ぬ
　
　
む
　
　
な
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
う
　
　
ら
　
　
も
　
　
も
　
　
る
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ゐ
　
　
セ
　
　
カ
　
　
ミ
　
　
う
　
　
な
　
　
つ
　
　
ヘ
　
　
ミ
　
あ
　
　
ロ
　
　
ぬ
　
　
あ
　
　
も
　
　
セ
　
　
ヘ
　
　
ヨ
　
　
へ
　
　
つ

　
豫
メ
自
家
送
球
ヲ
零
度
ニ
プ
作
用
セ
シ
メ
、
寒
性
凝
集
素
ヲ
吸
着
セ
シ
三
遠
チ
寒
性
凝
集
素
ナ
キ
血
清
ヲ
使
用
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
。

⊥ハ

A
先
人
諸
氏
ノ
報
告
ニ
ヨ
レ
バ
　
顛
ぎ
一
。
一
貫
凶
工
・
・
ぎ
屍
重
宝
峯
∫
學
と
）
諺
。
き
孝
養
…
・
。
・
】
お
ご
聲
冒
㎝
訂
ノ
疾
患
等
二
選
タ
ハ
相
當
高
温
二
於

　
テ
モ
自
家
血
球
凝
集
現
象
ヲ
呈
ス
ル
モ
ノ
ァ
リ
ト
ノ
報
告
ア
ル
ヲ
以
ク
亦
注
意
ス
ベ
キ
事
ト
ス
。

七
、
連
銭
状
凝
集
反
、
懸

　
生
理
的
ノ
血
液
毛
．
・
三
家
血
、
清
中
二
審
ク
恰
モ
銭
ヲ
連
ネ
タ
ル
が
如
キ
一
種
ノ
凝
集
現
象
ヲ
ナ
ス
。
　
コ
ノ
現
象
ハ
往
存
ニ
シ
テ
量
ハ
ノ
凝
集

，
反
懸
ト
誤
り
易
ク
、
久
保
氏
一
；
レ
バ
、
血
清
中
二
特
殊
ノ
連
銭
状
凝
集
素
ト
モ
爾
ス
ベ
キ
凝
集
素
ハ
認
臨
写
ザ
ル
毛
血
清
中
二
血
球

　
ヲ
入
ル
・
時
二
於
プ
ノ
・
・
、
超
ル
現
象
ナ
リ
ト
云
フ
。
添
書
ス
ル
ニ
際
シ
一
見
シ
テ
連
銭
状
ナ
ル
コ
ト
ヲ
認
メ
得
、
叉
薄
ク
塗
抹
セ
ル
標

　
本
二
叉
プ
ハ
之
ヲ
見
ズ
。
爾
久
保
氏
萌
二
依
レ
バ
血
球
ノ
有
核
ナ
ル
モ
ノ
、
椀
形
、
曼
陀
羅
花
青
玉
タ
ル
モ
ノ
月
立
ラ
ザ
ル
ト
ノ
事
ナ

．
レ
バ
、
量
ハ
ノ
凝
集
現
象
ト
ハ
偏
劉
シ
得
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

入
、
腐
敗
セ
ル
血
清
ハ
其
作
用
減
弱
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
往
々
ニ
シ
プ
非
特
異
性
ノ
作
用
ヲ
表
シ
眞
ノ
凝
集
カ
ヲ
鰻
揮
セ
ザ
ル
コ
ト
ァ
リ
。

　
　
　
ゐ
　
　
セ
　
　
ゐ
　
　
を
　
　
ね
　
　
ち
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
セ
　
　
へ
　
　
も
　
　
や
　
　
ヨ
　
　
も
　
　
サ
　
　
ぬ
　
　
う
　
　
て
　
　
も
　
　
む
　
　
コ
　
　
ぬ
　
　
う
　
　
コ
　
　
も
　
　
カ
　
　
も

　
故
二
標
準
血
清
ハ
新
鮮
ニ
シ
プ
且
ツ
凝
集
力
、
ノ
強
度
ナ
ル
ヲ
選
ブ
ペ
キ
ナ
ソ
。

九
、
同
ジ
血
清
ニ
ア
ソ
テ
モ
或
ル
血
球
二
劃
シ
テ
ハ
非
常
二
野
ク
、
或
ル
血
球
二
封
シ
テ
ハ
極
メ
テ
強
ク
反
屈
ス
ル
モ
ノ
存
ス
ル
が
故
二

　
二
及
ビ
三
型
標
準
暇
清
ハ
、
数
人
ヨ
リ
得
タ
ル
血
清
ヲ
混
ジ
使
用
ス
ル
ヲ
安
全
ト
ス
。

十
、
同
種
血
球
凝
集
反
磨
ヲ
検
ス
ル
ニ
當
ソ
溶
血
．
現
象
ノ
起
り
來
ル
場
合
ハ
、
反
雪
明
親
シ
得
ザ
ル
ニ
至
り
誤
り
ノ
基
ヲ
ナ
ス
ヲ
以
タ
、

　
カ
・
ル
時
叩
鉦
メ
血
清
ヲ
五
十
六
度
二
熟
シ
非
働
性
タ
ラ
シ
メ
、
後
使
用
ス
ベ
キ
ナ
ソ
。
爾
一
部
ノ
溶
血
現
象
ト
弱
キ
凝
集
反
慮
ト
同

　
　
　
　
原
著
　
　
岸
－
一
低
温
二
於
テ
獲
現
ス
ル
血
球
凝
集
反
慮
二
關
ス
ル
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
七
七
1
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原
著
　
　
岸
－
一
低
濫
二
於
テ
獲
現
ス
〃
血
球
凝
集
反
慮
二
關
ス
〃
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
七
八
i

　
時
二
起
ル
時
ハ
互
二
反
癒
ヲ
妨
害
シ
、
不
明
瞭
タ
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
注
意
ヲ
要
ス
。

十
一
、
血
清
二
血
球
ヲ
作
用
セ
シ
ム
ル
時
（
士
関
「
ホ
ー
ル
オ
ブ
エ
ク
ト
」
硝
子
ヲ
用
ヒ
タ
〃
時
）
、
血
清
ノ
次
第
三
乾
燥
シ
來
リ
、
帥
チ
睡

　
類
濃
縮
ノ
爲
青
身
特
異
性
ノ
凝
集
思
慮
起
り
易
シ
。
之
ヲ
避
ク
ル
気
韻
當
時
ノ
温
度
、
灘
度
等
ニ
ョ
リ
テ
異
ナ
ル
モ
、
多
ク
十
五
分
以

　
内
ニ
シ
プ
ソ
ノ
結
果
ヲ
検
ス
レ
バ
可
ナ
リ
。
「
ホ
ー
ル
オ
ブ
エ
ク
ト
硝
子
ヲ
常
二
用
ヒ
ツ
・
ア
ル
、
余
ハ
屡
々
此
事
解
二
遭
遇
セ
リ
。

　
反
癒
ヲ
確
「
實
タ
ラ
シ
メ
ソ
が
浜
山
、
往
々
三
十
一
分
位
放
置
セ
シ
重
ず
毛
ア
ソ
タ
レ
壮
ハ
、
カ
・
ル
場
合
ハ
「
ホ
ー
ル
オ
ブ
エ
ク
ト
上
二
比
較

　
的
多
量
ノ
血
清
ヲ
用
ヒ
、
叉
ヨ
ク
振
盟
シ
タ
、
ソ
ノ
結
果
ヲ
精
査
ス
ペ
キ
ナ
リ
。

十
二
、
標
準
血
清
、
或
ハ
可
槍
血
清
ヲ
不
二
ニ
シ
テ
、
長
ク
放
置
ス
川
時
ハ
、
血
清
中
二
沈
澱
ヲ
生
ジ
、
之
二
血
球
ヲ
加
フ
ル
時
ハ
顧
粒

　
状
二
見
工
凝
集
反
懸
ト
誤
ル
コ
ト
ァ
リ
。
特
二
粉
末
ニ
セ
ル
凝
集
素
ヲ
溶
解
セ
シ
メ
之
ヲ
用
フ
ル
場
合
ハ
、
尚
一
層
濃
縮
ニ
ョ
ル
誤
り

　
生
ジ
易
キ
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
血
清
ハ
常
二
澄
明
ニ
シ
テ
掴
至
難
ル
モ
ノ
ヲ
使
用
セ
ザ
ル
様
注
意
ヲ
要
ス
。

十
三
、
血
清
ノ
血
液
型
ノ
定
マ
ル
ハ
、
即
チ
血
清
中
二
〉
α
Q
σ
q
葺
ぼ
＝
ノ
酸
現
ス
ル
ハ
生
後
約
一
ケ
月
ヨ
リ
ニ
年
ノ
間
ニ
ア
ル
ヲ
多
シ
ト
ス

　
ル
モ
、
稀
ニ
ハ
梢
々
年
長
ナ
ル
少
年
二
於
タ
モ
、
未
ダ
完
成
セ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
ノ
説
ア
リ
。
亀
田
カ
・
ル
モ
ノ
ヲ
検
査
シ
タ
ル
時
ハ

　
血
球
二
依
ル
槍
査
ト
血
清
二
幅
ル
槍
査
ト
其
結
果
ヲ
異
ニ
シ
、
誤
り
易
ク
叉
新
異
型
ナ
ル
が
如
ク
考
フ
ル
場
合
モ
有
レ
メ
、
カ
、
ル
瓢

　
ニ
モ
留
意
ス
ペ
キ
コ
ト
ナ
リ
。
自
霧
∫
国
①
囲
。
♪
d
嶺
霞
基
盤
ハ
小
島
ノ
血
球
凝
集
原
門
生
モ
不
完
全
ナ
川
モ
ノ
ア
リ
ト
ノ
説
ヲ
立
テ
ラ

　
レ
シ
毛
、
余
ノ
槍
査
セ
ル
ニ
十
除
霜
ノ
初
生
兇
血
球
二
於
テ
ハ
何
レ
モ
張
ク
凝
集
シ
、
凝
集
原
ハ
殆
ド
登
現
シ
居
ル
モ
ノ
ト
思
ハ
レ
タ

　
〃
ガ
故
二
小
兜
血
液
ヲ
定
ム
〃
」
二
血
球
二
三
ク
行
フ
ヲ
ヨ
シ
ト
ス
。

十
四
、
血
球
洗
濫
ノ
不
充
分
、
叉
絢
構
酸
曹
達
食
鞭
水
溶
液
ノ
徐
ヲ
ニ
少
量
ナ
川
時
日
、
数
個
墨
壷
十
数
個
ノ
血
球
自
ラ
凝
固
シ
、
鏡
槍

　
ス
ル
ニ
瀞
鍵
乱
集
反
膵
懸
ノ
如
キ
岨
胤
ヲ
抱
カ
シ
ム
ル
毛
ノ
ア
リ
。

十
五
、
顯
微
量
的
槍
査
旧
時
ト
シ
テ
却
ツ
テ
誤
差
ヲ
慷
大
ス
ル
毛
ノ
ニ
シ
テ
不
慮
ノ
謬
り
ヲ
生
ズ
ル
コ
ト
ァ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
サ
　
ゆ
　
つ
　
で
　
ぬ
　
む
　
り
　
ぬ
　
ヨ
　
め
　
マ
　
つ
　
へ
　
も
　
コ
　
で
　
で
　
む
　
マ
　
ヵ
　
カ
　
も
　
コ
　
も
　
　
　
カ
　
ぬ
　
う
　
コ
　
カ
　
　
　
コ
　
ゆ
　
て
　
ヵ
　
コ
　
コ
　
カ
　
あ
　
も
　
む

　
ヵ
ノ
》
；
・
げ
。
冨
四
国
G
G
が
顯
微
鏡
ハ
誤
謬
ヲ
譲
大
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
皮
肉
リ
タ
ル
コ
ト
ハ
、
同
種
血
球
凝
集
無
慮
ノ
何
物
ナ
ル
カ
ヲ
正



　
　
も
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
　
　
ぬ
　
　
あ
　
　
ぬ
　
　
つ
　
　
つ
　
　
う
　
　
り
　
　
ゆ
　
　
で
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
カ
　
　
う
　
　
め
　
　
も
　
　
ゆ
　
　
サ
　
　
ヨ
　
　
リ
　
で
　
　
う
　
　
ぬ
　
　
ら
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
つ
　
　
ぬ
　
　
マ
　
　
　
　
　
コ
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
サ
　
　
カ
　
　
も
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
つ
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ぬ

　
　
解
セ
ズ
、
叉
眞
性
ノ
血
球
凝
集
反
磨
ト
謬
ラ
ル
・
種
々
ノ
原
因
ア
ル
コ
F
ヲ
知
ラ
ズ
シ
ク
、
盟
†
二
三
微
鏡
ヲ
使
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
精
確
ナ

　
　
　
ヨ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
へ
　
　
う
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ゆ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
ゐ
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
ね
　
　
も
　
　
リ
　
　
へ
　
　
ち
　
　
も
　
　
ヨ
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
コ

　
　
　
リ
ト
考
フ
ル
が
如
キ
人
ニ
ト
リ
プ
ハ
實
二
頂
門
ノ
一
気
魂
ル
ベ
シ
。

　
十
⊥
ハ
、
血
球
浮
游
液
ノ
徐
り
昌
濃
厚
ナ
ル
ハ
、
一
部
ノ
凝
集
ヲ
被
覆
シ
陽
性
ナ
ル
毛
亦
陰
性
ノ
如
ク
見
ユ
ル
コ
ト
ァ
リ
、
叉
凝
集
慣
ノ
低

　
　
　
キ
血
清
ハ
作
用
シ
得
ザ
ル
コ
ト
ァ
川
ヲ
以
テ
、
徐
ソ
ニ
濃
厚
ナ
ル
ハ
不
可
ト
信
ズ
。

　
十
レ
㍗
、
血
球
画
蛇
此
集
反
癒
ヲ
行
フ
ニ
種
…
々
ノ
方
紬
怯
ア
ソ

　
　
志
　
試
瞼
管
法

　
　
　
　
　
最
毛
古
キ
法
ニ
シ
プ
血
清
ヲ
多
量
二
極
ス
ル
不
便
ト
、
土
煙
微
弱
ナ
ル
時
ハ
之
ヲ
見
逃
ス
憂
ヒ
ァ
ル
モ
熟
練
ス
レ
バ
正
確
ナ
ル
成

　
　
　
　
績
ヲ
得
。

　
　
B
　
・
ぞ
二
α
Q
暮
氏
ノ
毛
細
管
法

　
　
　
　
　
コ
ノ
方
法
ハ
熟
練
ヲ
要
シ
、
叉
多
歎
ノ
毛
細
管
ヲ
必
要
ト
ス
ル
不
便
ア
リ
。

　
　
q
　
「
オ
ブ
エ
ク
ト
硝
子
｝
法

　
　
　
　
　
コ
レ
胃
鏡
槍
法
ナ
レ
バ
誤
差
ヲ
贋
大
シ
、
又
「
デ
ッ
キ
硝
子
ニ
ョ
リ
血
球
塵
セ
ラ
レ
、
硝
子
ノ
周
縁
二
君
プ
ノ
ミ
凝
集
シ
、
．
中
央
二

　
　
　
　
於
プ
ハ
一
見
陰
性
ノ
如
キ
像
ヲ
呈
ス
ル
コ
ト
稀
ナ
ラ
ズ
、
叉
極
メ
プ
乾
燥
シ
易
キ
鉄
甲
ア
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
D
　
ホ
ー
ル
オ
ブ
エ
ク
ト
硝
子
法

　
　
　
　
余
意
ノ
常
二
用
フ
ル
八
田
シ
テ
最
モ
便
利
ナ
ル
法
ナ
レ
ド
モ
、
血
球
ハ
凹
部
二
沈
降
シ
テ
凝
集
セ
ル
ガ
・
如
キ
現
免
琳
ヲ
呈
ス
ル
コ
ト
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ミ
　
　
も
　
　
う
　
　
カ
　
　
も
　
　
う
　
　
む

　
　
　
　
　
り
、
又
e
法
二
次
デ
乾
燥
シ
易
キ
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
、
血
清
ヲ
比
較
的
多
量
追
加
シ
、
ヨ
ク
振
撮
シ
テ
槍
ス
ル
時
ハ
大
誤
ナ
シ
ト
信
ズ
。

　
　
　
其
何
レ
ノ
方
法
ヲ
用
フ
ル
ヵ
ハ
皆
各
人
ノ
好
ム
庭
二
部
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
レ
ド
モ
、
如
何
ナ
ル
方
法
ヲ
用
フ
ル
場
合
ト
錐
毛
、
上
述
セ

　
　
シ
如
キ
信
認
ノ
原
因
ト
ナ
ル
事
項
ヲ
熟
知
シ
、
且
ッ
其
方
法
伸
葺
ル
・
二
野
ラ
ザ
レ
バ
、
精
確
ナ
ル
成
績
ヲ
期
待
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ハ
勿
論

鋤q
ナ
ソ
。

　
　
　
　
　
原
　
著
　
　
岸
肺
低
温
二
於
テ
登
現
ス
〃
血
球
凝
集
反
膳
二
關
ス
ル
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
七
九
ー
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原
　
著
　
　
岸
一
－
低
温
二
於
テ
蟹
現
ス
〃
血
球
凝
集
反
慮
二
關
ス
ル
研
究

第
十
一
章
　
　
総

括

1
八
○

　
歎
種
ノ
前
記
實
験
ニ
ョ
リ
寒
性
血
球
凝
集
素
ナ
ル
一
抗
騰
ノ
存
在
ハ
明
カ
ト
ナ
リ
タ
リ
。
然
レ
ド
毛
同
凝
集
素
ハ
凡
ク
ノ
入
血
清
二
存

ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
ャ
否
や
ニ
就
キ
プ
ハ
諸
家
ノ
説
一
致
セ
ズ
。
　
○
陣
①
】
一
ご
電
σ
Q
“
こ
嚢
嘗
顎
自
動
融
『
一
已
等
ハ
極
メ
テ
稀
ナ
ル
現
象
ナ
リ
ト
言
ヒ
、
国
置
昌
・

冒
一
・
ぢ
・
鴨
川
多
r
≧
〕
…
島
・
切
寵
幸
鼻
日
鑑
・
♂
q
・
葺
・
望
顛
・
売
℃
・
国
｝
窪
『
申
一
．
耳
門
等
ハ
種
々
ナ
ル
疾
病
二
言
テ
之
ヲ
認
メ
或
の
鳥
声
鵡
ル
現
象
ナ

リ
ト
言
ヒ
、
吾
國
二
於
テ
モ
岩
井
、
任
期
氏
バ
レ
エ
ノ
ー
氏
病
ハ
コ
ノ
穴
性
自
家
血
球
凝
集
素
ニ
ョ
リ
凝
集
セ
ラ
レ
タ
ル
自
家
血
球
ノ
毛

細
管
ヲ
閉
鎖
ス
ル
ニ
ヨ
リ
テ
起
ル
ト
述
べ
、
叉
「
チ
ア
ノ
ー
ゼ
症
患
者
血
清
ノ
大
部
分
二
寒
性
血
球
凝
集
素
ヲ
登
見
シ
得
ト
論
ズ
。
松
崎

氏
バ
レ
エ
ノ
ー
氏
病
患
者
ト
錐
モ
、
同
凝
集
素
ナ
キ
毛
ノ
ァ
リ
ト
之
二
反
駁
ヲ
加
へ
、
国
荒
畠
堂
＾
画
中
人
血
清
ノ
吉
野
激
ハ
寒
冷
凝
集
素

ヲ
有
セ
ズ
ト
述
べ
、
樋
口
身
分
百
三
十
三
例
中
4
8
セ
ザ
ル
モ
ノ
十
五
名
二
過
ギ
ザ
リ
キ
ト
記
シ
、
岩
井
図
葉
、
百
四
十
九
例
中
同
凝
集
素
ヲ

有
セ
ザ
ル
モ
ノ
十
九
例
二
等
ギ
ザ
リ
シ
コ
ト
ヲ
報
告
シ
、
・
川
上
氏
ハ
凡
ナ
ノ
血
清
二
存
在
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
が
如
ク
小
鴨
レ
、
東
西
ヲ
逓
ジ

テ
其
説
二
致
ス
ル
所
ナ
ク
、
或
ハ
稀
ナ
ル
現
象
ト
言
ヒ
或
一
二
プ
ノ
人
血
．
謙
辞
ァ
リ
ト
稽
ス
。

　
余
ノ
槍
、
セ
ル
六
十
三
一
＝
7
ハ
其
凝
集
加
慣
ノ
相
違
ハ
種
々
ナ
レ
ド
モ
殆
ド
寒
性
凝
集
素
ヲ
有
シ
僅
力
三
名
ノ
ミ
ニ
認
メ
得
ラ
レ
ザ
リ
キ
、

由
是
観
之
○
算
魯
ご
零
α
q
糟
O
Q
汀
聾
融
導
5
目
ノ
説
、
及
ゼ
或
ル
疾
病
二
際
シ
プ
ノ
ミ
起
〃
現
象
ナ
リ
ト
云
フ
敷
氏
ノ
説
ご
全
ク
信
ヲ
置
ク
舶
嘔
ハ
ザ

ル
所
ニ
シ
プ
自
［
謎
〔
曲
h
①
£
ノ
約
宇
敷
ハ
有
セ
ズ
ト
ス
ル
馬
験
モ
、
氏
の
ワ
氏
反
響
…
ノ
残
り
ノ
血
清
ヲ
使
用
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
正
鵠
ヲ
得

タ
川
結
果
ト
云
フ
ヲ
得
ズ
（
第
三
章
詳
述
）
。

　
赦
二
余
ハ
塞
性
血
球
凝
集
素
ハ
殆
ド
凡
プ
ノ
人
血
．
清
ニ
ァ
リ
ト
稽
シ
テ
可
ナ
ル
モ
ノ
ト
信
ズ
。
構
其
凝
集
纏
二
就
テ
モ
検
査
人
ニ
ョ
ソ

テ
或
ハ
四
乃
至
五
倍
ト
言
ヒ
或
ハ
数
十
倍
ナ
リ
ト
論
ズ
ル
モ
、
ソ
バ
實
瞼
方
法
ト
反
癒
ノ
陰
陽
境
界
ノ
選
定
ニ
ョ
リ
タ
相
當
差
ヲ
生
ズ
ル

コ
ト
ハ
音
田
然
昌
シ
・
7
、
・
余
ノ
嘗
貝
験
ニ
ヨ
レ
バ
・
八
倍
ヨ
リ
」
T
ム
ハ
倍
率
ノ
凝
拙
集
栖
徴
ヲ
・
有
一
ス
ル
毛
ノ
国
取
モ
多
キ
ガ
・
如
シ
。

　
寒
性
自
家
血
球
凝
集
反
鷹
留
場
ケ
ル
其
反
古
速
度
二
就
キ
プ
ハ
先
人
何
レ
モ
家
兎
血
清
ハ
最
モ
速
カ
ナ
ル
が
如
ク
論
ジ
居
ル
モ
、
余
ノ
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反
回
速
度
二
二
ス
ル
ー
實
験
二
徴
ス
ル
モ
家
兎
ハ
著
シ
ク
早
ク
、
牛
、
海
禁
等
割
極
メ
テ
邊
ク
、
人
血
ハ
之
濡
雪
バ
ス
。

　
該
反
臨
機
二
八
ケ
ル
時
間
及
ビ
温
摩
帥
ノ
關
係
二
就
プ
ハ
、
余
ノ
實
瞼
㎜
勘
忍
ル
ニ
、
一
零
度
二
於
テ
最
モ
心
強
ク
現
レ
温
度
ノ
上
昇
ト
並
ハ
ニ
其
反

鷹
弱
マ
リ
、
時
間
的
ニ
ハ
乾
燥
ノ
著
明
ナ
ラ
ザ
ル
限
り
長
時
間
塞
冷
ニ
ァ
ラ
シ
ム
ル
方
里
シ
キ
ヲ
謹
セ
リ
。

　
同
凝
集
素
ノ
温
熟
一
封
ス
ル
抵
抗
ハ
人
及
ビ
家
兎
二
型
プ
大
膣
二
型
プ
大
差
ナ
ク
六
十
五
度
三
†
野
川
テ
殆
ド
非
議
性
ふ
ナ
リ
、
「
レ
ン

ト
ゲ
ン
」
線
二
封
ス
ル
抵
抗
二
黒
プ
ハ
精
々
精
細
ナ
ル
實
験
ヲ
行
ヒ
稀
繹
セ
ル
血
清
ニ
ァ
リ
プ
ハ
、
原
血
清
二
比
シ
ソ
ノ
破
壊
程
度
ノ
大

ナ
ル
コ
ト
ヲ
認
メ
血
清
ハ
保
護
膠
質
ト
シ
プ
、
相
當
抗
禮
二
封
シ
保
護
作
用
ア
ル
コ
ト
ヲ
謹
セ
リ
。

　
寒
性
血
球
凝
集
素
ノ
登
生
二
就
キ
ナ
ハ
未
ダ
先
人
ノ
黒
表
セ
ル
交
響
二
接
セ
ザ
レ
ド
モ
、
余
ハ
新
生
見
血
液
二
十
四
例
二
就
キ
テ
精
槍

シ
殆
ド
認
ム
ル
ヲ
得
ザ
リ
キ
。
其
内
三
例
八
潮
微
乍
ラ
自
家
血
球
ヲ
凝
集
シ
タ
レ
ド
モ
、
コ
レ
ハ
母
血
液
ヨ
リ
胎
盤
ヲ
漉
過
シ
テ
移
行
セ

ル
抗
禮
ノ
爲
ナ
ラ
ン
ト
推
断
セ
リ
。

　
動
物
露
寒
性
血
球
凝
集
素
譜
図
一
⑦
彦
氏
賞
勲
テ
馬
血
清
二
黒
見
シ
、
ピ
諺
房
げ
曾
・
霞
盗
電
家
兎
、
犬
、
馬
、
牛
、
鶏
、
海
芋
ニ
ァ
リ
ト
論

ジ
タ
レ
ド
モ
屋
魯
】
氏
山
海
旗
、
家
兎
ニ
ハ
讃
評
シ
得
ザ
リ
キ
ト
記
述
セ
リ
。
吾
國
二
黒
プ
ハ
山
上
氏
ハ
家
兎
、
海
狽
畠
就
キ
之
ヲ
謹
明

シ
、
樋
口
氏
偏
物
五
例
ノ
槍
査
二
於
プ
登
見
シ
得
ザ
リ
キ
ト
報
ズ
。
余
ノ
懸
案
セ
ル
所
ニ
ヨ
レ
バ
、
家
兎
、
馬
、
鶏
等
ハ
相
當
高
キ
凝
集

槽
偶
ヲ
有
シ
、
山
羊
、
豚
等
ニ
モ
之
ヲ
認
メ
タ
リ
。

　
小
松
原
氏
ハ
海
狸
、
緬
羊
、
山
羊
、
牛
、
犬
一
丁
存
否
疑
ハ
シ
キ
モ
ノ
ナ
ソ
ト
稽
ス
ル
毛
、
余
ノ
結
果
旧
事
プ
モ
牛
六
例
中
有
セ
ザ
ル

モ
ノ
ニ
例
ヲ
見
、
海
瞑
ハ
一
例
ハ
全
ク
反
響
セ
ズ
。
一
例
ハ
其
凝
集
程
度
極
メ
テ
微
弱
ニ
シ
テ
、
凝
集
素
ノ
存
在
二
封
シ
テ
ハ
疑
念
ヲ
抱

カ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
犬
二
於
テ
ハ
長
時
間
ニ
シ
プ
微
カ
ニ
反
磨
シ
白
鼠
ハ
全
ク
凝
集
ス
ル
コ
ト
ナ
カ
リ
キ
。
爾
牛
、
犬
、
海
三
等
ハ
其
反
鷹

速
度
極
メ
プ
轟
々
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
プ
、
家
兎
ノ
極
メ
プ
速
キ
ニ
比
ス
レ
｝
バ
或
ハ
陰
性
ト
誤
認
ス
ル
コ
ト
全
ク
無
シ
ト
セ
ズ
。

　
爾
本
現
象
ハ
大
部
分
ノ
人
血
清
二
起
ル
モ
ノ
ナ
ル
ハ
明
カ
ナ
ル
ヲ
以
プ
、
或
ル
疾
患
二
殊
二
現
ル
・
ト
云
フ
が
如
キ
説
二
劃
シ
’
ノ
ハ
左

祖
シ
得
ザ
ル
ナ
リ
。

　
　
　
　
原
著
岸
1
1
低
温
二
於
テ
獲
現
ス
ル
血
球
凝
集
反
際
二
關
ス
ル
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
入
一
！
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原
著
　
岸
1
1
低
温
二
於
テ
饗
現
ス
ル
血
球
凝
集
反
懸
二
關
ス
〃
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
ハ
ニ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
二
章
　
　
結
　
　
　
　
論

一
、
人
血
球
ヲ
食
璽
水
、
及
ピ
リ
ン
グ
ル
氏
二
等
二
加
へ
零
度
二
男
時
聞
置
ク
モ
血
球
凝
集
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。

二
、
人
血
清
中
ニ
ハ
其
血
液
型
ノ
如
何
ヲ
問
ハ
ズ
殆
ド
凡
プ
ニ
寒
性
自
家
血
球
凝
集
素
ナ
ル
一
抗
膿
ノ
存
在
ヲ
確
認
ス
。

三
、
寒
性
自
家
血
球
凝
集
素
ヲ
食
臨
画
、
庶
糖
溶
液
ヲ
以
一
グ
、
ソ
ノ
乱
作
血
球
ヨ
リ
分
離
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
。

四
、
寒
性
自
家
血
球
凝
集
素
ヲ
舜
離
セ
シ
ム
ル
銅
壷
ソ
、
生
理
的
食
臨
水
晶
比
シ
入
％
ノ
薦
糖
溶
液
ノ
方
遙
カ
ニ
有
効
ナ
リ
。

五
、
同
種
血
球
凝
集
素
ト
寒
性
自
家
血
球
凝
集
素
ト
ハ
各
々
別
ノ
抗
膿
ナ
リ
。

⊥
ハ
、
ワ
氏
反
憾
二
使
用
セ
ル
残
血
清
（
氷
室
ニ
テ
分
離
）
二
就
キ
、
寒
性
自
家
血
球
凝
集
反
慮
ヲ
紙
誌
ル
ニ
四
十
五
例
中
二
十
五
例
陽
性
ヲ

　
　
見
タ
ル
ノ
ミ
。

七
、
他
ノ
ワ
民
反
面
二
使
用
セ
ル
四
十
九
例
血
清
二
就
キ
、
ソ
レ
ニ
同
種
血
球
凝
集
原
ヲ
有
セ
ザ
ル
0
型
血
球
ヲ
作
用
セ
シ
メ
タ
ル
ニ
ニ

　
　
十
四
例
ノ
ミ
零
度
十
二
時
間
ニ
シ
テ
之
ヲ
凝
集
セ
リ
。

入
、
正
中
静
豚
ヨ
リ
探
血
、
直
チ
三
二
十
七
度
ノ
牌
卵
三
二
入
レ
、
血
清
ヲ
分
離
シ
、
ソ
レ
ニ
就
キ
テ
塞
性
自
家
血
球
凝
集
反
慮
ヲ
行
ヒ

　
　
タ
ル
脚
一
六
十
例
中
五
十
七
例
迄
明
カ
ニ
自
家
血
球
ヲ
凝
集
セ
リ
。

九
、
人
血
清
自
家
血
球
凝
集
素
ノ
凝
集
贋
ハ
余
ノ
槍
査
セ
ル
範
駅
戸
於
プ
ハ
最
高
六
十
四
倍
、
最
低
二
倍
、
入
倍
ノ
凝
集
償
ヲ
有
ス
ル
毛

　
　
ノ
最
毛
多
歎
ヲ
占
メ
タ
リ
。

十
、
塞
性
自
家
血
球
凝
集
青
線
ハ
同
温
ノ
下
二
五
タ
モ
、
作
用
時
間
ノ
智
将
ニ
ョ
リ
ク
ソ
ノ
結
果
ヲ
異
ニ
ス
、
時
間
ノ
増
加
二
從
ヒ
ソ
ノ

　
　
反
回
強
度
ト
ナ
レ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

十
一
、
時
問
ヲ
一
定
ス
ル
モ
作
用
温
度
ノ
低
下
勘
案
ヒ
ソ
ノ
反
慮
ヲ
増
シ
零
度
二
於
ナ
最
モ
強
ク
反
磁
ス
。

十
二
、
寒
性
血
球
凝
集
素
ノ
温
熟
二
鋼
ス
ル
抵
抗
ヲ
槍
ス
ル
ニ
⊥
ハ
十
度
三
十
分
ノ
加
温
ニ
ョ
リ
テ
漸
ク
ソ
ノ
作
用
ヲ
減
ジ
、
⊥
ハ
十
二
度
三
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十
分
ニ
テ
大
部
分
破
壊
セ
ラ
レ
、
六
十
五
度
三
十
分
ラ
7
全
ク
垂
葉
性
ト
ナ
リ
タ
リ
。

＋
三
、
寒
性
自
家
血
球
凝
集
奏
レ
ン
ト
ゲ
ン
照
射
ニ
ョ
リ
テ
影
響
セ
ラ
ル
。
血
清
一
讐
蜀
シ
約
七
倍
ノ
紅
斑
量
照
射
ニ
ョ
リ
、
ソ
ノ

　
　
　
凝
集
慣
ハ
約
四
分
ノ
一
二
低
下
ス
。

十
四
、
紫
外
線
ノ
放
射
（
二
十
糎
、
四
十
分
）
ニ
ョ
リ
可
成
著
シ
ク
破
壊
セ
ラ
ル
。

十
五
、
新
生
見
ノ
血
清
中
ニ
ハ
寒
性
自
家
血
球
凝
集
素
ノ
登
現
無
キ
モ
ノ
ト
認
ム
。

十
⊥
ハ
、
彫
血
清
中
寒
性
血
球
凝
宏
集
素
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ハ
自
家
血
球
ヲ
凝
集
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
零
度
二
軸
タ
殉
難
生
見
ノ
血
球
ヲ
モ
凝
集
ス
。

十
七
、
牛
、
豚
、
家
兎
、
馬
、
山
羊
、
犬
、
鶏
ノ
血
清
中
ニ
ハ
寒
性
自
家
血
球
凝
集
素
・
存
在
ヲ
認
ム
。
海
狽
ニ
ハ
存
ス
ル
毛
ノ
ト
存
セ

　
　
　
ザ
ル
モ
ノ
ト
ァ
ル
ガ
．
如
シ
〇

十
八
、
同
種
動
物
二
於
ク
凝
集
儂
二
差
ヲ
認
ム
。

十
九
、
余
ノ
検
セ
ル
数
種
動
物
中
巾
テ
家
兎
ノ
自
家
血
球
凝
集
素
ノ
最
モ
高
ク
最
高
⊥
ハ
十
四
倍
ヲ
示
シ
タ
ン
。

二
十
、
牛
、
犬
、
「
モ
ル
モ
ッ
ト
」
一
反
鷹
シ
難
ク
長
時
間
ヲ
要
ス
。
爾
ソ
ノ
凝
集
程
度
至
ッ
テ
微
弱
ナ
リ
。

二
十
一
、
人
血
清
塞
性
凝
集
素
ハ
自
家
及
ビ
同
種
ノ
血
球
ヲ
凝
集
シ
、
且
ツ
他
動
物
血
球
ヲ
毛
凝
集
セ
リ
、
即
チ
此
反
癒
ハ
寒
性
汎
凝
集

　
　
　
現
象
（
国
書
銭
諺
嶺
。
q
互
ご
》
差
。
ご
ト
見
ル
ヲ
得
ベ
シ
。

二
十
二
、
同
種
血
球
凝
集
現
象
ヲ
槍
ス
ル
時
ハ
、
常
二
二
十
度
以
上
ノ
温
度
ニ
テ
行
フ
カ
、
叉
旧
藩
清
中
ヨ
リ
寒
性
血
球
凝
集
素
ヲ
除
去

　
　
　
シ
置
ク
ヲ
安
全
ト
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　
以
　
　
上

　
画
筆
二
臨
ミ
御
懇
篤
ナ
ル
御
指
導
ト
、
親
シ
ク
本
論
文
ノ
御
稜
閲
ト
ヲ
賜
り
タ
ル
古
畑
敏
授
二
樹
シ
深
甚
ナ
ル
威
謝
ノ
意
ヲ
捧
ゲ
、
併

　
芒
7
眼
科
、
和
田
氏
．
石
川
外
科
、
室
生
、
猪
瀬
雨
氏
、
及
ビ
同
敏
室
看
護
婦
諸
姉
、
並
二
細
菌
・
性
病
學
爾
敷
室
諸
氏
、
及
ビ
金
澤
市

　
赤
十
字
乱
肌
産
院
ノ
水
氏
慰
守
ノ
｛
罷
業
ラ
レ
タ
ル
御
好
出
二
二
封
シ
」
衷
心
ヨ
リ
戚
謝
ノ
出
船
ヲ
」
表
ス
。

　
　
　
　
原
　
著
　
　
岸
“
低
温
二
於
テ
登
現
ス
ル
血
球
凝
集
反
磨
二
關
ス
ル
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
三
i
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